
AAMT
The Asia-Pacific Association for Machine Translation

Journal

/No.15
    June 1996

アジア太平洋機械翻訳協会



目 次

翻訳の現場から

ヒアリング

ヒアリング

研究会報告

技術早分か り

研究機関紹介

学会報告

新製品報告

協会便 り

イベン ト報告

国際会議

協会活動報告

イベ ント紹介

イ ン ター ネ ッ トと機 械 翻訳

タル ム ー ド翻 訳 に 参加 して

翻訳 ソフトの市場動向

Windows版PENSEEの 商 品 化 と市 場 へ の 取 り組 み

機械 翻訳 に お け る 記号 の 取 り扱 い に つ い て:例 文 評 価研 究 会

機械翻訳 と品詞

奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科松本研究室

言語処理学会第2回 年次大会参加報告

Mebiusノ ー トPC-A 400シ リ ー ズ 搭 載 「英 日翻 訳 支 援 ソ フ ト」

翻 訳 サ ー フ ィンV1.0

英 和 ・和 英 辞 書 ソ フ トウ ェ ア 「電 辞 海V2,0」(for Windows)

「LogoVista E to J Pro V 3.0」 「LogoVista E to J Internet」

第6回 通常総会の開催
'95年 度 成 果 報 告 会 の 開催

ビ ジ ネ ス シ ョー'96報 告

MTサ ミ ッ トVI

テ ク ニ カ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン シ ン ポ ジ ウ ム'96

COLING-96の 開 催

         情報処理学会自然言語処理研究会

          早稲田大学の'96PC Conference                     表紙裏

おことわり

 No.14に 掲載しました 「機械翻訳関連 ソフトウェアー一覧表」の詳細 をこの号に掲載すると予告 しました

が、都合により次号にさせていただきます。お詫び方々ご連絡致 します。

1

3

6

8

11

18

24

26

30

32

34

36

5

5

10

17

33

39

40

41

イベン 郵紹発

早 稲 田 大 学 の'96PC Conference

 早稲 田大 学 理 工 学 部 キ ャ ンパ スで7月5日(金)か ら7月7日(日)ま で 開催 され るPC Conferenceに お い て 、

機 械 翻 訳 に 関す る分 科 会 等 が 開か れ る。

 分 科 会:語 学 教 育 へ の 利 用          司 会:立 命 館 大 松 田教 授

     機 械 翻 訳 を活 用 した技 術 英 文 セ ミナ ーの 報 告  佐 良 木 昌氏(佐 良 木技 術 翻訳 事 務 所>

     7月6日(土)11:20～12:0054号 館302

 ポ ス ター セ ッシ ョ ン:機 械 翻 訳 を活 用 した技 術 英 文 セ ミナ ーの 報 告

             佐 良木 昌氏(佐 良 木 技 術 翻 訳 事 務 所)

     7月6日(土)12:30～14:30 55号 館 第1会 議 室

 展 示:(株)高 電 社 日英 翻 訳 ソ フ ト  中国 語 、 韓 国/朝 鮮 語 入力 シ ス テ ム&フ ォ ン ト等

     7月5(金)13:00 ～ 7月6日(土)17:0055号 館

 主 催:大 学 生 協PCカ ン フ ァ レ ンス 実行 委 員 会

     TEL O3-3382-3133 FAX O3-3384-8113

     e‐mail KYB O1731@niftyserve. or. jp  ciecjim@univcoop. or. jp



イ ンター ネ ッ トと機 械 翻 訳

九州工業大学情報工学部 教授 野村 浩郷

 世 は ま さに イ ン ター ネ ッ トの 時代 で あ る 。 最近 で

は 、職 場 か らは もち ろ ん の こ と、家 庭 か らで も自在

に使 え る よ うに な っ て きた。 将 来 は 、 さ らに 、情 報

ハ イ ウ ェ イ と呼 ば れ る超 高 速 な コ ン ピュ ー タネ ッ ト

ワ ー クが 実 現 され るの で 、 コ ン ピュ ー タ ネ ッ トワ ー

クへ の 情 報 ア クセ スは 日常 生 活 で 不 可 欠 な もの と な

る。

 イ ンター ネ ッ トや 情 報 ハ イ ウ ェ イで 送 受 され る情

報 は 、 い わ ゆ るマ ル チ メデ ィア の 形 を して い る。 マ

ルチ メデ ィア とは 、 文 章 な どの テキ ス ト、 音 楽 な ど

の サ ウ ン ド、 お よび 映像 な どの イ メー ジ を三 要 素 と

す る もの で あ る 。 さ ら に、 文 字 、 音 声 、 対 話 、 多 言

語 な どマ ル チ モ ー ダル な 形 で 情 報 の授 受 が 行 わ れ る 。

これ らに よ り、 臨場 感 が あ りか つ 現 実 感 が あ る情 報

の提 示 が行 わ れ る 。

 イ ン ター ネ ッ トや情 報 ハ イ ウェ イ の特 徴 は 、 世界

中 の すべ て の職 場 や 家庭 が結 ば れ る こ と、情 報 が世

界 中 に 分散 され て格 納 され る こ と、世 界 中 の情 報 に

い つ で もア クセ ス で きる こ と、情 報 が 双 方 向 に 送信

され る こ と、 お よび情 報 が リア ル タ イム に発 信 され

即 時 に 受信 され る こ とな どで あ る 。 こ れ らに よ り、

すべ て の情 報 が手 元 に あ る か の ご と く情 報 サ ー ビス

が行 わ れ る 。

 コ ン ピュ ー タネ ッ トワ ー ク が提 供 す る情 報 に は 、

コ ミュ ニ カ テ ィブ情 報 、 デ リバ リ情 報 、 お よ び ス ト

ア ド情 報 の 三つ の種 類 が あ る。 コ ミュ ニ カ テ ィブ情

報 とは 、 電 話 、Fax、 オ ン ラ イ ン購 買 な ど の通 信 型

情 報 で あ る。 デ リバ リ情 報 とは 、通 知 、広 報 、 ニ ュ

ー ス な ど の配 送 型 情 報 で あ る
。 ス トア ド情 報 とは 、

図 書 館 な どの蓄 積 型 情 報 で あ る。

 コ ンピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー クへ の 情 報 ア ク セ ス は 、

こ の よ う な状 況 の下 で 最 も効 率 的 か つ 効 果 的 に行 わ

れ な け れ ば な ら ない 。 そ れ を実 現 す る ため に は 、情

報 ア ク セ ス を手 助 けす る知 的 な支 援 機 能 が 必 要 と な

る。 そ の よ う な知 的 な支 援 機 能 を備 え た コ ン ピュ ー

タ ネ ッ トワ ー ク は知 能 ネ ッ ト(lntelliNet)と 呼 ばれ

る。 本 稿 で は、 文 字 を使 って 表 現 され る情 報 で あ る

テ キ ス トに 焦 点 をあ て て 、 知 的 な情 報 ア クセ スの 機

能す な わ ち知 能 ネ ッ トに 要 求 され る 機 能 に つ い て の

問題 点 を さ ぐる こ とに す る 。

 知 的 情 報 ア ク セ ス の機 能 と して は 、情 報 探 索 、情

報 検 索 、 情 報 抽 出 、情 報 発 見 、情 報 加 工 、情 報 整 理

な どが あ る。 情 報 探 索 と は 、 どの よ う な種 類 の情 報

が どの 場 所 にあ るか を探 す こ とで あ る。 これ に よ り、

未 知 の 種 類 の 情 報 が 見 い だ され る こ と に な る。 情 報

検索 とは 、 あ らか じめ 定 め られ て い る トピ ッ ク に関

す る情 報 を探 す こ とで あ る。 情 報 検 索 の 一 種 と して 、

従 来 か ら、 文 献 検 索 は 多 く使 わ れ て い る 。情 報 抽 出

とは 、 ニ ュー ス 記 事 な どか ら主 要 な情 報 を選 び 出 す

こ とで あ る 。例 え ば 、 新 製 品 に関 す る ニ ュ ー ス 記 事

か ら製 品 種別 、販 売 企 業 名 、性 能 、価 格 な どの情 報

を抽 出 し、 レポ ー トを作 成 した りデ ー タベ ー ス を構

築 した りす る 。情 報発 見 とは 、情 報 検 索 な どの トピ

ック と して設 定 す べ き新 しい情 報 を認 識 す る こ とで

あ る 。 こ れ に よ り、調 査漏 れ を 補完 で きた り、社 会

の変 化 や発 展 に対 応 で きる よ うに な る。 情 報 加 工 と

は 、情 報 検 索 や情 報抽 出 した情 報 な どを報 告 書 の形

に整 形 す る こ と、 要約 を作 成 す る こ と、 さ らに翻 訳

す る こ とな どで あ る。 こ れ らに よ り、冗 長 な情 報 記

述 を排 除 で き量 が 少 な く密 度 の濃 い 情 報 記 述 が 整 形

され た形 で か つ母 国語 で得 られ る こ とに な る。 情 報

整 理 は 、情 報 加 工 した情 報 を分 類 す る こ と、 そ して

フ ァイ リ ングす る こ とな どで あ る。 コ ン ピ ュ ー タ ネ

ッ トワ ー ク か らは 、 多種 ・大 量 の 情 報 が 得 られ るの

で、 情 報 整 理 の機 能 な く して は情 報 の 洪 水 に溺 れ た

り埋 もれ た りす る こ とに な る。

 知 的 情 報 ア クセ ス の機 能 は、 さら に、 情 報 発 信 を

支 援 す る ため の もの も必 要 で あ る。 そ れ ら には 、 情

報 記 述 、 情 報 付 加 、お よ び情 報 格 納 な ど に関 す る も

の が あ る。 情 報 記 述 と は、 情 報 を実 際 にテ キ ス トと

して 記 述 す る こ と で あ る。 その と き知 的 な ワー プ ロ

が 必 要 と な る。 知 的 な ワ ー プ ロ は、 テキ ス トの 内 容

の 記 述 と テ キ ス トの形 式 の レイ ア ウ トの 両 方 を支援

す る。 情 報 付 加 は 、関 連 情 報 の 所 在 に関 す る 情 報 を
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付 加 した り、 知 的情 報 ア ク セ スの 処 理 を支援 す るた

め に テ キ ス ト構 成 や言 語 情 報 に関 す る情 報 を付 加 し

た りす る こ とで あ る。 後 者 は 、後 で 述 べ る研 究 ・開

発 用 の タ グ ドテ キ ス トコ ーパ ス に深 い 関 係 を持 つ 。

これ らに よ り、 知 的情 報 ア クセ スが 効 率 的 に行 え る

よ う に な る。情 報 格納 とは 、 多種 多 様 な情 報 を フ ァ

イル 群 や 知 識 ベ ー ス群 と して構 造 化 して 蓄 積 す る こ

とで あ る。構 造 化 は 、物 理 的 に一 つ の場 所 に蓄 積 さ

れ る情 報 に対 して だ け で は な く、異 な る場 所 に蓄 積

され る情 報 を も含 め て行 う必 要 が あ る。 これ に よ り、

情 報 探 索 や情 報検 索 が効 率 的 に行 え る よ うに な る。

 これ らの 知 的情 報 ア クセ ス に は 、翻 訳 とい う処 理

が 不 可 欠 と な る。 なぜ な ら、 コ ン ピュ ー タネ ッ トワ

ー クが 全 世 界 をむ す ぶ もの で あ り、 したが っ て テ キ

ス トはい ろい ろ な言語 で記 述 され て い る もの で あ る

か らで あ る。 さ ら に、翻 訳 は 、知 的 情 報 ア ク セ ス の

形 態 が さ ま ざ まで あ る か ら、 そ れ ぞ れ の形 態 に対 応

す る形 で 行 わ れ な けれ ば な らな い。

 イ ン タ ー ネ ッ トの 普 及 は 、 自然 言 語 処 理 お よび機

械 翻 訳 に新 しい 局 面 を もた らす 。 そ して 、 そ の新 し

い局 面 は 、い ま始 まろ う と して い る。 こ の よ うな機

械 翻 訳 の 新 しい 展 開 は 、 人類 史 上 に た だ一 回 だ け あ

る とい っ て も過 言 で は ない 。 そ の た だ一 回 だ け の転

機 が い ま到 来 しよ う と して い る の で あ る。 こ の転 機

を うま く捕 ま えて 適切 に対 応 す る こ とに よ り、機 械

翻 訳 の新 しい 時 代 が 始 まる 。

 機 械 翻 訳 の 新 しい 展 開 は 、 第 一 に 、 イ ン ター ネ ッ

トヘ ア クセ スす る ため の マ ンマ シ ン イ ン ター フェ ー

ス か ら始 ま る。WWWブ ラ ウザ に表 示 され る情 報

を翻 訳 す る機 械 翻 訳 シス テ ム は す で に市 場 に で て い

る。 これ を知 的情 報 ア クセ ス の形 態 と目 的 に そ っ て

高 度 化 ・多 様 化 す る こ とが必 要 で あ る。 情 報 ス キ ャ

ンの ため に は、 必 ず し も高 品 質 な翻 訳 は必 要 な い。

情 報 の 量 は膨 大 で あ る の で 、 キ ー ワ ー ドが 母 国語 で

表 示 され るだ けで 情 報 ア クセ ス は か な り効 率 化 され

る。 この よ う な機 能 の 需 要 は 、 今後 、爆 発 的 に増 え

る と予 想 され る。

 現 在 使 わ れ て い るWWWブ ラ ウザ は 、 単 一 言 語

用 の もの で あ る。 これ で は 、 い ま始 まっ た多 言 語 情

報 の 時 代 に は 対 応 で き な い。 多 言 語 用 のWWWブ

ラ ウザ の 標 準 化 と開発 を早 急 に行 わ な け れ ば な ら な

い 。 これ は 、 知 的情 報 ア ク セ ス にお け る情 報 加 工 な

どの た め の もの を も含 め て行 う必 要 が あ る。 現 在 の

WWWブ ラウザはマルチ メディアのための基本機

能は備えているが、将来的には、 さらに、マルチモ

ーダルなアクセスにも対応で きるようにしなければ

ならない。すなわち、マ ンマシンインターフェース

は、マルチメデ ィア ・マルチ リンガル ・マルチモー

ダルな機能を持つ ものでなければならない。

 機械翻訳の機能を高めるためには、情報発信のと

きに機械翻訳を手助けで きる情報を付加することも

重要である。情報発信をするときには、その情報の

解釈を規定する 「場」が設定 されているはずである。

「場」は、 「対象に関する知識」 と 「心の状態」 と

「外部の状況」を三つの要素 とする。情報受信のと

きに、この 「場」を部分的にで も再現できる情報が

付加 されていると、自然言語処理や翻訳処理におけ

るいわゆる 「曖昧 さ」を大幅に削減でき、したがっ

て、高度な処理が可能となる。研究や開発のために

言語情報を付加 した基礎的な言語データは、タグ ド

テキス トコーパスと呼ばれる。これを取 り入れて、

共通化 ・一般化 された情報付加の標準を定めること

は、現在のHTMLを はるかに越える効果 をもたら

す。HTMLは 、現在 のWWWブ ラウザのホームペ

ージを記述するの に使われている。HTMLは 、図

表を含む文章のレイアウ ト記述言語である。

 機械翻訳の機能を高めるためのもう一つの方策は、

「制限言語」の考え方を導入することである。制限

言語の考え方には、文を表記するときの読点の使い

方に制約をおくもの、文構成素の係 り受け解釈 を物

理的に最 も近いものに仮定するもの、および対象に

依存する言語表現上の特徴をモデル化するものなど

がある。いずれも、自然言語処理や機械翻訳のとき

の最 も困難な技術的問題点である 「曖昧さ」をでき

るだけ排除することを目的にしている。制限言語の

効果は極めて高いので、情報記述の段階と情報アク

セスの段階の両方について活用 していく必要がある。

「制限言語」は、実用の面で も学術の面でも自然言

語処理 ・機械翻訳にブレークスルーをもたらす。

 インターネットの普及は、機械翻訳の新 しい局面

をもたらしつつある。この機会を見過ごすことなく、

機械翻訳の新たな展開を積極的に進める必要がある。

翻訳の質をあげるためには長期に渡る学術的な研究

が必要であるが、現在の技術に立脚 した役に立つ機

械翻訳を知能ネットの一つの機能 として実現するこ

とが重要である。
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翻駅の観場から

タル ムー ド翻訳 に参加 して

(株)ハ イテック 代表取締役 岩下陽示

 ユダヤ人の知恵の源泉と言われるタルムー ドを日

本語で出版するという事業に翻訳者の一人として参

加するようになったのは、平成4年 の春のことです

から、もう既に丸4年 間 もこの仕事に掛かりきりの

状態が続いています。この事業が実現するに至った

のには、数多 くの方々の善意と熱意、そしてさまざ

まなご苦労があったわけですが、その間の経緯はさ

て措いて、ここではわた し自身の経験 したいろいろ

な問題や面白かったことなどを書いてみたいと思い

ます。

 ご承知のように、タルムー ドはユダヤ人にとって

ヘブライ語聖書と並んで最 も権威ある書物です。内

容は紀元200年 頃に編纂 された ミシュナ と呼ばれる

法典(成 文律法である聖書 と並んで権威あるものと

された口伝律法を成文化 したもの)と 、その ミシュ

ナをめぐって行われた注解やさまざまな論争 ・問答

の記録(ゲ マラと呼ばれ、紀元3世 紀から5世 紀に

かけて成立)で 構成されています。

 日本の歴史や古典と比較 してみますと、大和朝廷

が東北地方を除 く日本本土の大半を統一 したのが4

～5世 紀、古墳時代は3世 紀から7世 紀 まで続きま

した。現存する日本最古の歌集である万葉集は淳仁

天皇時代(759年)ま での350年 間に詠まれた4500首

を集めているわけであ り、古事記の成立が712年 、

日本書紀の場合が720年 ですから、タルムー ドの時

代がいかに古いかが分か ります。

 しかも、 ミシュナよりも前に成立 した聖書(キ リ

ス ト教で言う旧約聖書)の 内容が歴史的記述や預言、

詩歌などであ り、キリス ト教の新約聖書のそれが同

じく歴史的記述や書簡、預言などで成 り立っている

のに対 して、タルムー ド(と くにゲマラ)の 大部分

は論争で構成 されています。冗談に、ユダヤ人が3

人集まると4つ の政党ができる、と言われるほど、

ユダヤ人の議論好きは有名ですが、なるほど、こん

なところにその淵源があるのかと思ったりします。

いわゆる腹芸で、お互いに口に出さなくとも何とな

く分かり合って事を済まそうとしがちな日本人とは

大 違 い で す 。 人 に と って 守 る べ き法(「ハ ラ ハ ー」、語

源 は 「歩 く」 を意 味 す る動 詞)は 何 か に つ い て 、大

勢 の 賢 者(ラ ビ)た ちが あ あ で もな い 、 こ うで もな

い と、丁 々発 止 の議 論 を 戦 わせ て い ます 。 これ が 記

紀 が書 か れ る よ りも200年 以 上 も前 に編 纂 さ れ た の

か と思 うと 、 ま っ た く驚 い て しまい ます 。

 最 近 、 日本 で も タル ム ー ドにつ い て の 関 心 が 次 第

に高 くな り、紹 介 す る書 物 も数 多 く出版 され て い ま

す 。 最 近 亡 くな っ た フ ラ ンス の 哲学 者 エ マ ニ ュ エ ル

・レ ヴ ィナ ス の タ ル ム ー ド講 解 も何 冊 か 国 文 社 か ら

出 て い ます 。 しか し、現 在 行 わ れ て い る タル ム ー ド

刊 行 は 、(株)ラ イ ブ と凸 版 が 中心 とな っ て 、 企 業

メ セ ナ と して タル ム ー ド本 文 全 巻 を 日本 語 化 し よ う

とす る もの で す 。 既 に メギ ラ ー 、 ケ トゥボ ー ト、 ソ

ー ター 、 ス ッカ ー の 各 篇 が 上梓 され ま した。 企 業 メ

セ ナ で あ る た め 、 市販 は行 わ れ ず 、公 立 図書 館 で利

用 で き ます。

 ミシ ュ ナ は ヘ ブ ラ イ語 で書 か れ 、 ゲマ ラの 部 分 は

ア ラ ム語 で書 か れ て い ます 。 本 来 な らば 、 これ らの

原 語 の専 門家 が 直接 日本語 に訳 せ ば良 い の で す が 、

何 しろ膨 大 な量 の 文書 で あ る ため 、 到 底 十 分 な数 の

専 門 家 を 日本 で見 つ け る こ と はで き ませ ん 。 そ の た

め 、 英 語 訳 を原 本 と して何 人か の 翻 訳 者 で 手 分 け し

て 和 訳 し、 専 門的 な学 者 の 先 生 方 に チ ェ ッ ク して 頂

く方 式 で 作 業 が 進 め ら れて い ます 。

 私 は メ ギ ラ ー篇 の翻 訳 をお 手 伝 い し、現 在 は べ ラ

ホ ー ト篇 の 翻 訳 に従 事 して い ます。 実際 に タル ム ー

ドの 翻 訳 を始 め て み て 、 さま ざ まな 問題 にぶ つ か り

ま した 。 一 つ に は 、先 に も述べ た よ うに 、英 語 か ら

の重 訳 で あ るた め 、 原 意 を正確 に把 握 す る こ とが 難

しい 点 で す 。 しか し、 幸 い なこ とに 、幾 つ か の英 訳

が既 に存 在 して い ます の で 、比 較 対 照 す る こ とに よ

っ て 、 か な り原 意 に近 づ くこ とがで きます 。 ま た 、

重 要 な点 に つ い て は 、 ポ ー ラ ン ド生 まれ で 後 に ア メ

リカ に移 住 した ラ ビで あ り、辞 典 編 纂 者 で もあ っ た

マ ー カ ス ・モ ル デ カ イ ・ジ ャ ス トロ ウ(Marcus

Mordecai Jas[row,1829-1903)が 編 纂 したDictionary
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of the Targumim, the Talmud Babli and Yerushalmi and

the Midrashic Literature(voL 21886-1903)と い う

優 れ た辞 典 が あ り、大 い に助 け られ てい ます 。

 しか し、一 番 大 きな 問題 は 、議 論 して い る賢 者 た

ちが お 互 い にそ の 道 の専 門家 で あ る ため 、文 章 の 多

くの 部 分 が 省 略 され て お り、文 体 が きわめ て 簡 潔 で

あ る こ とで す 。 少 し誇 張 した言 い方 をす れ ば 、時 に

は ま るで 暗 号 の よ うに意 味 を補 って 解 読 しな けれ ば

な ら ない 場 合 が あ る とい うこ とで す 。 事 実 、 タル ム

ー ドを文 化 的 背 景 の異 な る 日本 語 に翻 訳 す る こ と は

不 可 能 で あ る、 とわ ざわ ざ伝 え に来 た イ ス ラエ ル の

学 者 もい た、 とい う話 も耳 に し ま した。 確 か に 、15、

6世 紀 も昔 の ユ ダヤ 人 の法 律 解 釈 、説 話 、論 争 に よ

っ て明 らか に され て い る彼 らの 思 考 法 、 その メ ンタ

リ テ ィは 、現代 の 日本 に住 む わ た した ち と はあ ま り

に も異 質 な部 分 が 多 い ので す 。

 しか し、 幕 末 か ら明 治 に か け て、 わた した ちの 先

達 は 自分 た ちの小 さな世 界 か ら 目覚 め て 外 界 に 目 を

向 け 、そ れ まで の 考 え方 と は ま った く異 質 な世 界 観

を 日本 に紹 介 し ま した。 その 際 に、 外 国 の 考 え方 を

日本 人 に理 解 で きる よ うに翻 訳 した 先 輩 諸 人 は、 言

葉 で は表 現 で きな い よ うな苦 労 を して くれ た わけ で

す 。 新 約 聖 書 が 日本語 に翻 訳 され る場 合 に も、 ヨハ

ネ伝1:1の 英訳 でIn the beginning was the Wordと

あ る原 文 は 最 初 、「ハ ジメ ニ 、カ シ コ キモ ノ ゴザ ル」

と訳 され た そ うで すが 、 これ な ど も 「ロ ゴ ス」 とい

う概 念 とは 無縁 の 当時 の 人 々 に理 解 して 貰 お う と し

て 試 み られ た 見事 な翻 訳 で あ る と思 い ます 。

 日本 の 法律 に して も、 ロー マ 法 に始 ま る欧 米 法 を

母 法 とす る もの です が 、明 治 以 来 の 先 人 た ちは 大 変

な努 力 を重 ね て こ れ を継 受 し、 偉 大 な文 化財 と して

形 成 す る に至 り ま した。 この 他 、経 済 の 分 野 で も福

沢諭 吉 が 複式 簿記 法 を翻訳 して 導 入 した(彼 は 理 解

しな か っ た とい う説 もあ ります が)こ とは 著 名 な例

で す し、科 学 技 術 の 分 野 に 至 っ て は 、 い ちい ち枚 挙

に い と まが あ りませ ん 。

 タル ム ー ドの翻 訳 ・刊 行 が こ れ か らの 日本 の社 会

に どの よ うな影 響 を持 つ に至 る か は まっ た く分 か り

ませ ん。 その 内 容 が 日本社 会 に どの よ うに消 化 され 、

理 解 され るの か は 、今 後 の 問題 です 。 わ た し自 身 は

学 者 で も何 で もあ りませ ん か ら、今 は た だ嵐 の よ う

に押 し寄 せ る専 門 知識 や術 語 の 流 れ にお ぼ れ そ うに

な っ てい る毎 日 を過 ご して い る だ けで す 。 しか し、

欧 米 や イス ラエ ル に は優 れ たユ ダ ヤ学 、 タル ム ー ド

学 の伝 統 が あ ります ので 、何 とか 現 在 の 日本 人 の理

解 で きる形 で タ ル ム ー ドを紹 介 で きれ ば 、 と願 っ て

い ます 。

 た だ 、翻 訳 者 の 端 くれ と して 、 た とえ重 要 で は な

い 、小 さな事 柄 で あ って も、 「言 葉 」 に興 味 を持 つ

「職 人 」 で あ りたい と思 って い ます 。 卑 近 な例 で恐

縮 で す が 、 例 え ば最 近 訳 して い たべ ラ ホ ー トの一 節

に 「キ ヌ ー アハ ・セ ウ ダ ー」 とい う単 語 が 出 て き ま

した。 英 訳 で はdessertに な っ て い ます 。 これ を 「デ

ザ ー ト」 と訳 す こ と は簡 単 で す が 、 現 代 で は 日本 で

もデザ ー トとい う概 念 はあ た りま えの 事 だ と して も、

紀 元5世 紀 の バ ビ ロニ アの 文 書 の 訳 語 と して使 用 す

る こ とが 適 切 で あ るか 、 い さ さか の 抵 抗 を感 じま し

た。 例 の ジ ャ ス トロ ウの 辞 典 を開 い て 見 ます と、 字

義 通 りには 「口 を拭 う もの 」 とい う意 味 で あ り、 別

の 箇 所 で は 食 後 に口 を拭 う もの と して はパ ン以 外 に

は使 用 して は な ら ない 、 な ど とい う規 定 が あ る こ と

が 分 か ります(フ リー ン105a)。 こ こ を訳 しな が ら、

日本 語 には 料 理 の こ と を卑 下 して 「お 口汚 し」 とい

う呼 び 名 が あ る こ と を思 い 出 しま した 。 そ こで 、5

世 紀 の 文 書 に使 わ れ る言 葉 と して 、 食 後 の デ ザ ー ト

とい うの は ど う も う ま くない の で 、 「食 後 の 茶 菓 」

と訳 す こ と に した わ け で す 。

 ど うで も良 い よ う な事 で す が 、 なぜ 、 こん な こ と

が 問 題 にな るの か とい い ます と、 ユ ダヤ 人 の 場 合 、

食 後(場 合 に よっ て は 食 前)に 食物 に つ い て 神 に感

謝 す る 祝 祷 を唱 え る必 要 が あ る か らで す 。 そ こで 、

どの 種 類 の 食 物 を食べ る と きに は 、 どの 種 類 の 祝 祷

を唱 え るべ きか 、 とい う こ と を学 者 が い ち い ち議 論

す る社 会 一一こ れ は 、 日常 生 活 の細 部 に至 る まで 、

細 か く明 示 され た 規定 を作 り上 げ て 、 これ に 従 っ て

生 きて行 く社 会 で あ る わ け です 。 わ れ わ れ に とっ て

は 、 い さ さか 、窮 屈 で仕 方 が な い感 じは し ます 。 し

か し、 一 つ言 え る こ とは 、 こ の様 に 言葉 を大 切 に し、

行 動 に責 任 を持 つ 社 会 に お い て は 、 「ビデ オ を見 せ

た か ど うか記 憶 に は あ り ませ んが 、 そ の よ うな 明 示

的 な証 拠 が あ る の な ら、見 せ た ので し ょう」 な ど と

い う某 テ レビ会 社 の よ う な言 い逃 れ は存 在 で き な い

の で は な い か と い う こ とで す 。

 言 葉 よ り も気 持 ちが 通 じ合 う こ と を重 視 す る と い

う 日本 社 会 の 特 性 は優 れ た もの で は あ る と思 い ます 。

しか し、社 会 が ます ます 開 かれ た もの と な り、 異 文
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化を持った世界中の人々との接触が次第に増大する

時代 にあって、タルムー ドの賢者たちのように自由

に議論する姿勢も大いに学ぶべき点がある気がしま

す。日本の社会とは非常に異なる社会に属する文書

であるだけに、タルムー ドを翻訳するという事は、

ほんとうに精神的に刺激を受ける作業です。苦労は

していますが、楽しくもあ ります。

 最後にタルムー ドを機械翻訳で訳す ということに

ついてですが、一つには構文があまりにも複雑であ

り、内容が専門的すぎるため、事前処理 ・事後処理

に時間を取られ過 ぎますから、現時点ではあまり効

率的ではないと思われます。私としてもその方面の

専門知識が乏しいし、た くさんの種類のソフ トウェ

アを扱った経験 もありませんので、確かなことを述

べることはできません。しか し、乏 しいながら経験

した範囲で言いますと、どうも現在のソフ トウェア

は 複 文 を扱 うの が 苦 手 の よ うで す 。 関 係 代 名 詞 の

thatやwhichを 指 示 代 名 詞 や 疑 問 詞 と して しか 扱 わ

な い よ うな の で 、 で き る だけ 単 文 に処 理 してか ら訳

させ て い ます 。 い き な り、 機 械 翻 訳 を使 わず に 自分

で訳 す の と、機 械翻 訳 を して か ら処 理 をす るの と、

どち らが効 率 が い い か 、 現 時 点 で は 何 と も言 え ない

と思 い ます 。 しか し、 も う少 し ソ フ トウ ェ アが 発 達

し、機 能 が 強 化 され る な らば 、 や が て 十 分 に実 用 的

な もの とな る の で は な い で しょ うか 。 そ の 日が 早 く

来 る こ とを大 い に期 待 し、祈 っ て い ます 。

      岩 下 賜 示(い わした・ようじ)

鋼
      1935年生。大分県中津rl∫出身。日本ソールクリニック型

      書学院卒。中央聖書学校中退。広島、横浜、京都などに

      おいてキリスト教の牧会に従事。1981年以降、宗教経済、

      技術関係の翻訳者となる。1986年、 (株)ハ イテノク設

      立。現在、代表取締役。

塩套撰鱗

第6回 通常総会の開催

開催日時: '96年6月17日(月) 16:00～17:00

開催場所: 機械振興会館 地下大ホール

     (東京都港区芝公園3-5-8 会場XO3-3434-8211)

議  題  第1号 議案 95年度事業報告および決算報告案

      第2号 議案 96年度事業計画および予算案

      第3号 議案 役員の改選

      第4号 議案 その他、会員提案事項

翻鍛縫鯉
'95年 度成果報告会の開催

開催 日時:'96年6月17日(月) 13:00～15:45

開催 場 所:機 械 振 興 会 館 地 下 大 ホ ー ル

    (東京 都 港 区芝 公 園3-5-8 会 場XO3-3434-8211)

ス ケ ジ ュ ー ル:

 13:00

 13:05-14:00

 14:00-14:30

 14:30～15:00

 15:00-15:15

 15:15～15:45

 15:45一

司 会:

参 加 費:

開会

講演 「21世紀における機械翻訳」 長尾 真会長  (京都大学教授)

成果報告① 市場動向調査委員会 石崎 俊委員長(慶 応義塾大学教授)

成果報告② 技術動向調査委員会 村木一至委員長(日 本電気9k部 長)

コーヒーブレイク

成果報告③ 例文評価研究会  横山晶一座長 (山形大学教授)

閉会

田中穂積理事(東 京工業大学教授)

無料
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翻訳 ソフ トの市場動向

株式会社ノヴァ 代表取締役 古賀勝夫

ロ ダ ウ ンサ イ ジ ン グ

 我 国 の商 用 の 翻 訳 ソ フ トは 、1985年 に始 まる が 、

始 め の数 年 は主 に大 手 コ ン ピ ュー タ メー カ ー に よ り、

汎 用 機 を中 心 に展 開 され た 。 も と よ り、汎 用 機 ベ ー

ス で は コ ス トパ フ ォー マ ンス とい う意 味 で は 、 普及

す べ くも なか っ た。

 この 傾 向 は、 ワー クス テ ー シ ョ ン とい う高性 能 ・

低 価 格 の ハ ー ドウエ ア が 一般 に広 が りだ した1987年

頃 か ら 、顕 著 に変 化 を見 せ は じめ 、翻 訳 ソフ トの 中

心 は 、 ワー クス テ ー シ ョ ンに 移 っ て い っ た。 しか し、

そ れで もハ ー ド ・ソ フ トー式 で購 入す る とな る と標

準 セ ッ トで600万 円 以 上 は す る よ う な価 格 で 、 一 般

に普 及 す る には な か な かハ ー ドル が高 か っ た。

 こ う した 中 で 、1980年 代 か ら普 及 を見 せ 始 め てい

たパ ソ コ ンが 、8ビ ッ トか ら 、16ビ ッ トへ 、 さら に

32ビ ッ トへ と高 性 能化 し、CPU、 メモ リー 、 ハ ー ド

デ ィス ク とい っ た コ ン ピュ ー タ リ ソー ス をふ ん だん

に食 う翻訳 ソフ トに とっ て も、パ ソ コ ンで の稼 動 が

充 分現 実 的 な段 階 に な っ て き た。

 1990年 に は 、 パ ソ コ ンの主 流 が32ビ ッ トへ と推

移 す る 時 期 に 、1991年 弊 社 で はPC98上 で 、 初 め て

ワー クス テ ー シ ョ ン版 をパ ソ コ ン版 へ 移植 した 英 日

翻 訳 ソ フ ト 「PC-Transerlej」 を発 売 した。

 これ は 、 当 時 ソ フ ト価 格 と して248,㎜ 円 で あ り、

従 来 の翻 訳 ソ フ トの ニ ー ズ を大 き く変 え 、 「翻 訳 者

が 翻 訳 のた め 使 う」 とい う よ り、 「英 文情 報 の 入手

者 が 、内 容 を楽 に、 早 く把 握 す る た め使 う」 とい う

使 い方 が 主 流 に な って きた。 言 っ て み れ ば翻 訳 ソフ

トを気 楽 に使 う、 そ れ で い て 、情 報 の流 れ は 、大 い

に向 上 す る 、 とい う効 果 を産 み 出 した とい え る ので

は ない だろ うか 。

 1992年 以 降 は 、着 実 に パ ソ コ ン翻 訳 ソ フ トが 主 流

を 占め だ し、現 在 に至 っ てい る。

(表1)

口 低価 格化 傾 向

 1994年 中 頃 まで は、 パ ソ コ ン翻 訳 ソ フ トは 、 ロ ゴ

ヴ ィス タ、沖 電 機 、 富 士 通 と新 規 参 入 を入 れ な が ら、

価 格 的 に は20万 円弱 で推 移 して い た 。

 こ れ は 、1994年11月 に カ テ ナ が9,800円 の 英 日翻

訳 ソ フ ト 「コ リ ャ!英 和 」 を出 して 一 気 に くず れ 、

以 降次 々 と低 価 格 翻 訳 ソ フ トが 出現 して い る。

 こ の傾 向 は 、パ ソコ ン翻 訳 ソ フ トを広 く普 及 ・認

知 させ る とい うこ とで は 、大 い に 貢 献 して い る と言

え る。 実 際 、 パ ソ コ ン翻 訳 ソ フ トの 普 及 本 数 は 、 飛

躍 的 に向 上 してい る。

 今 後 もこの 傾 向 は 、続 い て い くこ とが 想定 され る

が 、製 品 系 列 と して は 、手 軽 に 簡単 に使 え る低 額 商

品 と 、翻 訳 機 能 を充 実 させ た高 額 商 品 と に分 化 して

い くので は なか ろ うか 。

(表2)

ロ イ ンタ ー ネ ッ トの 影 響

 翻 訳 ソ フ トの 普 及 、 低 価 格 化 に強 い影 響 を与 え て

い る もの に、 イ ン ター ネ ッ トの 普 及 が あ る。 イ ン タ

ー ネ ッ トは、90年 に米 国 で 始 ま り、 日本 で も93年 よ

り始 ま って い るが 、 と りわ け95年 以 降 、 急 速 に伸 び

て お り、 現 在 世 界 で は ユ ー ザ 数8千 万 人 以 上 、 日本

で も、50万 人 以 上 は か た い と言 わ れ てい る。

 イ ン ター ネ ッ トは 、 世 界 中 の8000万 人 以 上 が ネ ッ

トワー ク を通 して 、 お 互 い に瞬 時 に情 報 の や り取 り

が で きる とい う意味 で 、 こ れ まで に ない 画 期 的 な イ

ン フ ラ とい え 、 「情 報 革 命」 とい っ て も大 袈 裟 で は

な い 。

 こ の イ ン ター ネ ッ トの 世界 で は 、90%以 上 が 英語

で あ る た め 、ユ ーザ に とっ て は 、 従 来 よ りは る か に

日常 的 に英 語 に触 れ る場 面 が増 え て い る 。 また 、情

報 とい う もの は鮮 度 が あ っ て こ そ価 値 あ る もの で あ

るが 、英 語 情 報 を リ ア ル タイ ム に理 解 して い く とい

う意 味 で は 、英 語 が 多 い と い う こ とは 日本 人 に とっ

て は 、大 き なハ ンデ で あ る。

 この 状 況 下 で 、 翻 訳 ソ フ トは気 軽 な速 読 用 ツ ー ル

と して 、認 知 され だ して お り、 そ の意 味 で 、 イ ン タ

ー ネ ッ トが 翻 訳 ソ フ トの 普 及 に対 して
、起 爆 剤 に な

る き ざ しが 見 え始 め て きた 。
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口 今 後 の 市 場 動 向

 1年 半 程 前 の 段 階 で は、 翻 訳 ソ フ トの 出 荷 本 数 は、

月 あ た り2、3千 本 程 度 で は なか った か と予 測 され

るが 、 最 近 で は そ の10倍 以 上 は 堅 そ うで あ る。

 この 飛 躍 的 な伸 び は 、 翻 訳 ソ フ トの 低 価 格 化 と イ

ン ター ネ ッ トの 普 及 に よる とこ ろ が 大 で あ ろ う。

 今 後 も イ ン ター ネ ッ トユ ー ザ は毎 年 数倍 は 増 え続

け る 見通 しで あ る の で 、翻 訳 ソ フ トも、 これ に比 例

して増 え続 け る こ とは確 実 で あ ろ う。

 さ らに 、最 近 モ デ ム やパ ソコ ンに翻 訳 ソフ トが バ

ン ドル され る とい っ た こ とが 増 え て お り、既 に 月 当

た り数 万 セ ッ トの オ ー ダ ー に は達 してい る もの と思

わ れ る。 こ の傾 向 も増 え続 け る と思 われ るが 、 こ れ

に は 、落 と し穴 が あ り、 ソ フ トメー カ ー に と って は、

バ ン ドル価 格 が 余 りに も低 い た め 、 採 算 が とれ ない

とい うジ レ ンマ が あ る。 この た め 、 バ ン ドル製 品 は、

通 常 のパ ッケ ー ジ製 品 そ の もの で は な く、そ の 機 能

限 定 版 や 体 験 版 と して 、 そ れ か らの ア ップ グ レー ド

サ ー ビ ス をね ら う とい った 、 傾 向 も出 は じめ て きた 。

 最 後 に翻 訳 ソ フ トの 普 及 が 今 後 見 込 まれ る一 方 で 、

翻 訳 精 度 の 向 上 に対 す るユ ー ザ の 強 い 要 望 が あ る こ

と も事 実 で あ り、 これ に対 して メー カー 側 は 恒 常 的

に努 力 を して い く必 要 が あ ろ う。

表2.翻 訳 ソフ トの最新動向

〈汎用翻訳ソフト〉

1993年 ・ノヴ ァ 「PC・Transer/ej、 je」

    ・カテナ 「The Translator」 (英 日)

    ・ロゴヴ ィスタ 「1.ogoVista EtoJ」

    ・亀 島産業 「E-JBANK、 J-EBANK」

1994年 4月 ・沖電機 「PENSEE」

    6月 ・富士通 「ATLAS/Win」

   11月 ・カテ ナ 「コ リャ!英 和 」

1995年 2月 ・三洋電機 「ザ ・国際人」

    3月 ・高電社 「」・London/EJ,JE」

    4月 ・東芝 「ASTRANSAC」

    6月 ・冨士通 「ア トラスEJ・JEJ

    7月 ・沖 ソ フ トウエア 「パ ンセV」

    8月 ・東 芝 「ASTRANSAC」

〈イ ンター ネ ッ ト用英 日翻訳 ソフ ト〉

1995年 8月 ・ノヴァ 「NetSurfer/ej」

      ・亀 島産巣 「Transpad」

    9月 ・高電社 「Worldnet!EJ」

   10月 ・メデ ィア ビジョン 「llr.サーフ」

198,000円

98,000

194,000

J7,000

tsa,oao

lO8,000

 9,800

15,000

97,000

198,000

68,000

38,000

63,000

29,BOO

in,soo

19,800

14,800

11月 ・沖電機 「パ ンセ ・フ ォー 。インター ネッ ト」

              91800
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ビア嫉ン饗

Windows版PENSEEの 商 品 化 と市 場 へ の取 り組 み

沖ソフ トウェア(株)企 画室 商品企画 石川 友隆

1 は じめ に

 沖 ソ フ トウ ェ ア(株)(以 下 、 弊 社 と略 す)で は 、

94年5月 よ り、Windows版PENSEEを 商 品 化 発 売

して い る が 、本 稿 で は商 品 化 の 背 景 とね らい を中 心

に述 べ 、市 場 へ の取 り組 み につ い て も合 わせ て 述 べ

る。

2 商 品 展 開

94年

95年

95年

95年

95年

5月

4月

5月

8月

11月

PENSEE for Windows V.1

PENSEE for[ntemetサ ー バ タ イ プ

PENSEE for Windows V.2

PENSEE V

PENSEE for Internet パ ー ソ ナ ル ユ

ー ス

3 商 品 化 の ね らい

 従 来 、 沖電 気 で は大 阪 ガス 、 オー ジス 総研 と機 械

翻 訳 シ ス テ ムPENSEEの 研 究 開 発 お よび 商 品 化 を

行 って きた。 しか しなが ら、PENSEEの み な らず 、

機 械 翻訳 全 般 が 、 技 術 的 には と もか く、 ビ ジ ネス の

面 で 成功 して きた とは 言 い 難 い 。 一 方 、 弊 社 が 機 械

翻 訳 ソ フ トの商 品 化 を着 手 した タ イ ミン グ、 す なわ

ち93年 の 時 点 で は 、正 に、Windows 3.1が 急 速 に

普 及 しつ つ あ る状 況 で あ り、PC上 で 手 軽 に個 人 が

PENSEEを 使 え る様 に した ら市 場 に十 分 受 け 入 れ ら

れ る と判 断 したの で あ る。

 以 下 に 、 そ の商 品 化 コ ンセ プ トを示 す 。

(1)パ ー ソ ナ ルユ ー ス

 従 来 は 、研 究 機 関 や 翻訳 サ ー ビス を ビ ジネ ス とす

る企 業 が 主 た るユ ーザ で あ っ た が 、個 人 が そ の 人 の

使 用 目的 に応 じて 自由 に使 え る 。

(2)手 軽 に

 従 来 の 高 価 な ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(WS)で 使 う

の で は な く、 既 に オ フ ィス に普 及 して い る パ ソ コ ン

(PC)で 使 える 。

(3)安 く

 従 来 、50～150万 円 と い う価 格 に対 し、 まず は 、

企 業 内 の パ ー ソナ ルユ ー ス を ター ゲ ッ トに想 定 し20

万 円 未 満 と し、 市 場 に受 け 入 れ られ れ ば 、10万 円 未

満も考える。

(4)使 い易 く

 PC上 でアプリケーション(AP)を 操作する場合、

ユーザがいつも使い慣れているAPと 同様な作法で

操作可能であれば、事前学習を省いて直 ぐに使い始

め られる。ここに、Windows上 で動作 させ る最大

のメリットが存在する。

4 従来の問題点

 従来の機械翻訳システムは、なぜビジネスとして

成功できなかったかを考察 し、弊社の商品化コンセ

プ トに課題として反映させた。

(1)翻 訳結果に対する、ユーザ ・市場の期待 レベ

ルと現状の大きなギャップ

 機械翻訳に関する研究や技術開発については、国

内有数の研究機関や企業などが強力に推進 してきた

精一杯の成果であ り、理想に対 しては不十分である

が現実として受けとめざるを得ない。それにしても、

ユーザ ・市場の期待 レベルが余 りに高過ぎた。

(2)研 究成果をそのまま商品とした

 訳質が不完全である以上、前編集/後 編集が必要

であるが、研究開発指向で商品化 した場合、通常、

ユーザの立場にたった商品にはな りずらい。たとえ

ば、訳質向上に主に精力を注ぎ込んだため、操作性

に対する価値観が不足 していた。また、辞書登録機

能やワープロソフトとの連携機能などのサポー ト機

能について不足 していた。

(3)動 作環境が機械翻訳にとって不十分

 従来は、ハー ド面では、CPU、 メモリなど性能、

容量が非力、不十分であった。ソフ ト面では、GUI

の出現 ・普及以前であ り、とりわけインタラクティ

ブな操作性の実現が困難であった。これらが理由と

な り、結果としてシステムの開発上の制限、都合を

ユーザに押 しつける結果となった。

(4)高 価格

 研究機関や翻訳サービス企業などが主たるユーザ

であるため市場が小 さく、研究コス トを回収 しよう

とすると、価格的に高 く設定せざるを得なかった。
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価格が高ければ幅広 く普及 しない。普及 しなければ、

改良が進まないという悪循環に入っていた。世の中

に普及させるためには、まず数をばらまく政策も必

要である。

 (5)機 能的不完全商品

 完壁な訳が出せなければ、一般論 として不完全商

品であり、販売する立場である営業マ ンに言わせれ

ば、まったく売 りづらい商品であった。 (また、現

在 も不完全である。)したがって、不完全さを前提と

した商品設定と売 り方、セールス トークが必要であ

った。

5 Windows版 商品化に際 して

 前述の商品化コンセプ ト並びに従来の問題点を踏

まえ、Windows版 商品化 に際 して以下の通 り推進

した。

(1)訳 質などの翻訳性能は、現状の水準を前提 と

して商品設定

 あくまで現状の水準を前提にして、不十分な点に

対 し適切なサポー ト機能を設定 し、不完全 さを補 う

ものとした。ただし、翻訳性能の向上は当然継続 し

ており、向上 されればそのバージョンに対 し新たに

装備 されるべきサポー ト機能を付加すればよい。

(2)操 作性の徹底追及

 開発プロセスをスパイラル型とし、使い勝手は実

際にユーザに使 っていただき、ユーザの声 を取 り込

んでさらに改良していくのが結局は良いモノになっ

てい く道筋である。研究指向でできたモノを黙 って

使 えでは使いづ らいソフ トにしかならない。

(3)パ ッケージ指向

 広 く市場 に普及することを前提 とした価格設定 と

した。PC向 けパ ッケージソフ トの価格は、メーカ

が設定するのではなく、市場が設定すると言われて

いる。購入してもらえる価格設定は必須条件である。

数多くのユーザに使われ、より多 くユーザの声を次

のバージョンに反映できたソフ トが生 き残るという

のがパ ッケージ市場のメカニズムである。

(4)開 発体制

 従来の研究開発指向の体制に加えて、ユーザ指向

を強化 した。具体的には、操作性がキーポイン トに

なる事務処理/OAシ ステム系のメンバとWindows

を精通 しているメンバを投入 した。これによりGUI

をフルに活用 した操作性の実現や業界初のWordや

一太郎 との連携機能を装備 させることができた
。

 (5)オ ー プ ン指 向

 従 来 の専 用 ク ロ ー ズ シ ス テ ム指 向 か らス タ ンダ ー

ドな動 作 環 境 を前 提 と した オ ー プ ン指 向 と した 。 当

然 、 ワ ー プ ロ、 表 計 算 、OCRソ フ ト、音 声 合 成 ソ

フ トな ど各 種 ア プ リケ ー シ ョン と連 携 、 連 動 が 可 能

で あ る 。

(6)ユ ー ザ カ ス タマ イ ズ指 向

パ ッケ ー ジ で あ る か ら、個 々 のユ ー ザ に対 し変 更 ・

追 加 は実 施 しな い。 そ の替 わ り、各 種 カ ス タマ イ ズ

機 能 や 環 境 設 定 機 能 、ユ ーザ 辞 書 な ど に よ り、 ユ ー

ザ 自身 の 使 い 方 、 ニ ー ズ に フ ィッ トさせ る こ とが 可

能 で あ る。

6 これ か らの 市 場 へ の 取 り組 み

 市 場 動 向 と して 、PCの 爆 発 的 普 及(95年 出 荷 台

数 は550万 台 、96年 度 は750万 台 と予 想)、情 報 シ ス テ

ム の ネ ッ トワー ク化 、 イ ン ター ネ ッ トの急 速 な発 展

な ど が あ げ ら れ る。 と り わ け、 イ ン タ ー ネ ッ ト

WWWの 普 及 は 機 械 翻 訳 ソ フ トに と っ て 強 烈 な イ

ンパ ク ト と な っ て い る 。WWWで 発 信 さ れ る 多 く

の情 報 は英 語 ベ ー スで あ り、 日本 人 に と って 英 語 を

日本 語 化 して くれ る ツ ール と して イ ン ター ネ ッ トサ

ー フ ィン に は必 須 ア イ テム とな りつ つ あ る
。95年4

月 に 、 国 内 初(た ぶ ん、 世 界 初)のWWWの ペ ー

ジ を レ イ ア ウ ト を 保 存 しつ つ 英 日 翻 訳 さ せ る

PENSEE for Internetを 発 表 発売 した 。 そ の後 、類 似

商 品 が他 社 か ら も発 売 され 、ユ ー ザ か ら好 評 を得 て

い る 。 この こ とは 、情 報 が 電子 化 、 デ ジ タル 化 され 、

ネ ッ トワー ク を通 じて 世界 の あ らゆ る情 報 機 器 か ら

ア クセ ス 可 能 にな りつ つ あ る こ とを示 し、 したが っ

て 、 今後 益 々 、 ユ ー ザ は英 日(今 後 、 日英 もニ ー ズ

は あ りえ る)翻 訳 ツー ル を 日常 的 に活 用 し、情 報 収

集 加 工 す る こ とに な る。

 こ の よ うな市 場 動 向 の 中で 、 我 々 は以 下 の こ と に

取 り組 み た い と考 え る。

(1)飛 躍 的 な訳 質 向上

(2)翻 訳 時 間 の リア ル タ イム 化

(3)辞 書 情 報 の共 有 、 統 合 化 、 標 準 化

(4)各 種 関 連 ア プ リ ケー シ ョン、 ネ ッ トワー ク環

  境 な どと の融 合

(5)翻 訳 エ ンジ ンを活 用 した 各 種 目的別 ア プ リケ

  ー シ ョンの 商 品 化

7 ま とめ

 今 後 、21世 紀 にか け(と い っ て もわ ず か5年 た ら
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ず)、情報機器は高性能化、大容量化が急激に進む中、

本格的な機械翻訳の時代がやってくるわけであり、

一方、自然語理解や知的情報処理に関する研究成果

が機械翻訳に本格的に応用されれば、訳質が人間の

能力に急速に接近することが予想される。この3年

間は、各社 とも基本的に、既に開発済みの翻訳エン

ジンに操作性、サポー ト機能での改良を加え、市場

投入し、それなりのビジネス上の成果を得た。 しか

し、これらは本来市場に受け入れられるべき水準に

あるのにもかかわらず、操作性、価格面などの問題

点がゆえに思い通 りにならなかった部分を是正 した

に過ぎない。

 しか し、今後の3年 間を展望する時、機械翻訳の

有用性が社会に認知されつつある以上、いよいよ機

械 翻 訳 の 本 質 的 な ブ レー クス ル ー が 期 待 され る わ け

で あ り、 弊 社 も また 全 力 をあ げ る所 存 で あ る。

PENSEEは 大 阪 ガ ス(株)及 び沖 電 気 工 業(株)の

共 同 開発 に よ る製 品 で す 。

PENSEEは 大 阪 ガ ス(株)、(株)オ ー ジ ス総 研 、沖

電 気 工 業(株)の 登 録 商 標 で す 。

PENSEE for Windows及 びPENSEE Vは(株)オ ー

ジ ス総 研 、沖 電 気工 業(株)及 び沖 ソ フ トウ ェ ア(株)

との 共 同 開発 で す 。

PENSEE for Internetは 沖 ソ フ トウ ェ ア(株)が 開

発 し、製 品化 した もの で す 。

Windowsは 米 国Microsoft Corporationの 登録 商標 で

す 。

各製 品名 は 、 各社 の商 号 、 商 標 ま た は登 録 商 標 で す 。

イペン お報告

ビジ ネ ス シ ョー'96報 告

 5月14日 ～17日 の4日 間,東 京 臨 海 部 有 明 に新 た

に建 設 され た東 京 ビ ッ グサ イ トに て,ビ ジ ネ ス シ ョ

ー'96が 開 催 さ れ た
。 今 回 の ビ ジ ネ ス シ ョー で は,

メー カ,ソ フ トハ ウス か ら商 品 化 され て い る翻 訳 ソ

フ ト,シ ス テ ムが 多 数 出 品 され,来 場 者 の 関心 を集

め て い た。 そ れ ら を挙 げ る と以 下 の通 りで あ る。

・三洋 イ ンフ ォメ ー シ ョン ビ ジ ネス(株)

イ ン ター ネ ッ ト ザ ・国 際 人EJ V3.0(WWW対

応 レイ ア ウ ト保 存 翻 訳)

・日本 電 気(株)

Netscape!ej英 日辞 書 引 機 能 付 イ ン ター ネ ッ トブ ラ

ウザ

・松 下電 器 産 業(株)
,九 州松 下 電 器(株)

イ ン ター ネ ッ ト対 応 英 日翻 訳 ソ フ トWebpartner

 (WWW対 応 レイア ウ ト保存 翻 訳 、参 考 出 品)

・シ ヤー プ(株)

ノ ー トパ ソ コ ンMebias A400シ リー ズ 搭載 の イ ン

タ ー ネ ッ ト対 応 英 日翻 訳 支 援 ソ フ ト(WWW対

応 レ イア ウ ト保 存 翻 訳)

・(株)ノ ヴ ァ

Netsurfer/ej Ver.2(WWW対 応 レイ ア ウ ト保 存

翻 訳)

・亀 島 産 業(株)

イ ン タ ー ネ ッ ト の 翻 訳 ツ ー ルTranspad for

Windows(WWW対 応 レ イア ウ ト保 存 翻 訳 、 メ イ

ル 翻訳)

・ク リエ イ ト大 阪(株)

日→ 中 機械 翻訳 ソ フ ト 孫 悟 空

 昨 今 の イ ン ター ネ ッ トブ ー ム を 反 映 して,各 社 と

も,イ ン ター ネ ッ ト対 応 のWWWレ イ ア ウ ト保 存

翻 訳(WWWの 英 文 ホ ー ム ペ ー ジ を 日 本 語 で 元 の

レ イア ウ トの ま まブ ラ ウズ で きる 機 能)を 強 調 した

展 示 内 容 で あ った 。 また,従 来,携 帯 型 の 翻 訳 ツー

ル を販 売 して い た 富 士 ゼ ロ ッ クス(株)が,携 帯 電

話 と接 続 で きる 新 製 品 を 出 品 して い た 。

 全 般 的 には,今 年 の ビ ジネ ス シ ョー で は,翻 訳 ソ

フ トの 展 示 が 活 況 を呈 し,特 に,一 般 ユ ー ザ の 間 で

の イ ン ター ネ ッ トへ の 関 心 の 高 さ を示 して い る よ う

で あ った 。
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研究会難魯

機械翻訳 における記号の取 り扱いについて

例文評価研究会

1.は じめ に

例文評価研究会は、95年度の活動として、機械翻訳

の現状を把握するために、次の2人 の方からヒアリ

ングを行った。

 ・井佐原均氏(通 信総研、JEIDA実 用 システム

      専門委員会委員長)

 ・桜井恵三氏(IBS社 長)

ヒアリングの結果や、その後の内部的な討論の結果

を踏 まえて、今年度は記号を含む翻訳困難文を取 り

扱 うことにした。討議に参加 したのは、以下のメン

バーである。

座 長 横山晶一(山 形大)

委 員 芦崎達雄(JICST)

    安藤進(TCC)

    内尾淑美(富 士通)

    川越睦(松 下電器)

    熊野明(東 芝)

    白木澤佳子(JICST)

    堂野前進(長 瀬産業)

    時岡洋一(イ ンターグループ)

    徳永信治(シ ャープ)

    中英康(日 本電気)

    松平正樹(沖 電気)

事務局 田中孝

   (五十音順)

象 とな りに く く、比 較 的 軽視 され て きた面 が あ る。

今 年 度 の例 文 評 価 研 究 会 で は 、 こ の問 題 を取 り上 げ 、

現 在 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム で文 中の 記 号 が どの 程 度 処

理 で き てい るの か 、 また 、前 処 理(現 在 機 械 翻 訳 の

障 害 と な る記 号 は ほ とん どが 人 手 に よ って 前 処 理 さ

れ て い る)を 自動 的 に行 う には ど う した ら よい か に

つ い て検 討 した 。

 以 下 に 示 す もの は 、 文 中 に現 れ る記 号 を分 類 し、

記 号 を 含 む 文 につ い て い くつ か の シ ス テ ム で機 械 翻

訳 を行 っ た 結 果 で あ る。 以前 の報 告 で は 、す べ て の

シ ス テ ム の 結 果 を並 記 して い たが 、今 回の 報 告 で は

い くつ か の シス テ ム に よる翻 訳 結 果 の 代 表 例 を示 す 。

したが っ て 、 う ま く訳 せ な い 、 ま た は訳 語 等 が 正 し

くな い とい う場 合(い くつ か の シ ス テ ムで はで きて

い な い とい う場 合 に は 、 日本 語 文 のあ とに#を 付 け 、

す べ て の シ ス テ ム で う ま くい か な い場 合 に は 、 日本

語 文 の あ とに*を 付 け る。 前 者 は 、 シ ス テ ムの 対 応

の 仕 方 に よ っ て は対 処 可 能 で あ り、 後 者 は シ ス テ ム

の 作 り方 を含 め て検 討 す る必 要 が あ る,,な お 、 こ こ

で は記 号 の 扱 い が正 しい か ど うか を問 題 に して お り、

翻 訳 が 正 当 か ど うか は判 断 しない)に は 、 他 の 多 く

の シス テム も同 様 に うま く訳 せ な い と考 え て よい 。

 また 、 実 際 の 翻 訳 の 場 合 に記 号処 理 対 象 範 囲 を ど

こ まで(シ ス テ ム側 で)考 慮 す べ きか に つ い て の 対

応 を考慮 して 、 そ の 対 処 につ き、 コメ ン ト(シ ス テ

ム 側 と して 対 処 す べ き もの)や ア ドバ イス(現 在 の

シス テ ム で は 対 処 が 難 しそ うな の で 、ユ ー ザ 側 の 配

慮 を求 め る もの)の 形 で 加 え て あ る 。

次 節 以 下 で は 、 そ の結 果 につ い て述 べ る 。 2.2.記 号 を含 む翻 訳 困 難 文 の 分類

2.記 号を含む翻訳困難文 1. 項 番

1.1一 般 的 な(数 字 に よる)項 番

2,1.概 要

 機械翻訳の際、文の中の種々の記号が翻訳の障害

になることは、実際に翻訳を行えばす ぐに分かるこ

とである。 しか しながら、記号の問題は、研究の対

(1)項 番 と タ イ トル の 間 に スペ ー ス の な い例

1.機 械 翻 訳 の 現 状

(1)機 械 翻 訳 の 現 状

訳:(1)The present state of the machine translation.
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[1]機 械 翻 訳 の 現状

【1】 機 械 翻 訳 の 現 状

1)機 械 翻 訳 の 現 状

1:機 械 翻 訳 の 現 状

1.1械 翻 訳 の 現 状

1-1機 械 翻 訳 の 現 状

A.機 械 翻 訳 の現 状

⑥.機 械 翻 訳 の現 状

 (外字 を項 番 に使 っ た場 合)

α)機 械 翻 訳 の現 状

§2機 械 翻 訳 の現 状

*2機 械 翻 訳 の現 状

(ア)機 械 翻 訳 の現 状#

<1>機 械 翻 訳 の現 状#

 訳:The present state of the〈1>machine translation.

 (見 か け 上括 弧 だが 、実 際 に は、 大 小 記 号)

 な ど にす るの は避 け た方 が よ い。

(2)括 弧 も片 括 弧 よ りは 、両 括 弧 の方 が望 ま し

 いo

(3)括 弧 の 後 に スペ ー ス(現 状 で は メ ー カ ー に

 よ って1～2の 違 いが あ る)を 入 れ る と多 く

 の 場 合 に は う ま くい く。

(4)項 番 で ピ リ オ ドを使 用 す る場 合 に は 、 ピ リ

 オ ドの 後 に スペ ー ス を 入 れ た方 が望 ま しい 。

(5)上 の訳 の よ う に 、 〈 〉 の よ うな項 番 と見

 な しに くい もの も、後 ろ に ス ペ ー ス を 入 れ る

 と う ま く訳 せ る場 合が あ る 。

(3)項 番に似た表現

(1)を 担 当 し ま す

(1)を 担 当 し ま す

訳:Charge of(1)is taken.

ア ドバ イス

 上 記 の2文 に つ い て は 、対 応 で きる メー カー もあ

る が 、項 番 とは 見 なせ な い こ とが 多 い ので 、避 け た

方 が よい 。

(2)項 番 の 次 に スペ ー ス の あ る例

1. 機械 翻訳 の現 状

(1) 機 械 翻 訳 の現 状

<1> 機 械 翻 訳 の現 状

  訳:<1>The present state of machine trans且ation,

[1] 機 械 翻 訳 の現 状

【1】 機 械 翻 訳 の現 状

1) 機械 翻訳 の現 状

1: 機械 翻訳 の現 状

1.1 機械 翻訳 の現 状

1-1 機 械 翻 訳 の現 状

A. 機械 翻訳 の現 状

(ア) 機 械 翻 訳 の現 状

◎. 機械 翻訳 の現 状

 (外 字 を項 番 に使 っ た場 合)

α) 機械 翻訳 の現 状

§2 機械 翻訳 の現 状

*2 機 械 翻 訳 の 現状

ア ドバ イ ス

 上 記 の2文 は 、 スペ ー ス を 入 れ る と項 番 と見 な さ

れ 、正 確 な訳 が で きな くな る。

コ メ ン ト

 ・文 の要 素 で あ る場 合

 この 場 合 に は スペ ー ス を 入 れ な い 。

1)文 中  ex.私 は(1)

名 詞 句 と して扱 う。

を担 当 します 。

ア ドバ イス

 (1)一 般 的 には 、()の 中 を全 角 の ひ らが な

2)文 頭  ex. (1)を 担 当 します 。

 次 が 格 助 詞 ま た は副 助 詞 で 、 こ れ らの次 が ひ ら

が な で な い時 のみ 、名 詞 句 と して扱 う。

 そ れ以 外 は 、項 番 扱 い。

1,2記 号 に よる 項 番

・機 械 翻 訳 の現 状

● 機 械 翻 訳 の現 状

・8MBの メモ リ

08MBの メモ リ

*8MBの メモ リ

 訳:*The 8-MB memory

・ 機 械 翻 訳 の現 状

● 機 械 翻 訳 の現 状
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・ 8MBの メ モ リ

0 8MBの メ モ リ

* 8MBの メモ リ

ア ドバ イス

 ・1.1.と 同 じよ うに 、全 角 の み しか な い記 号

  は な るべ く使 わ ない 。

コ メ ン ト

 (1)後 ろ の スペ ー ス

   ー 体 で 項 番 と見 なす 。

 (2)文 中 に現 れ た記 号

   項 番 とは しな い。

   「・」 は後 述5,の 扱 い で 、他 は 名 詞扱 い と

   な る。

1.3文 字 に よ る項 番

く条 件1>節 点xで 規 則 が 適用 され て い る#

 訳:The rule is applied by<condition 1>joint x.

【条 件1】 節 点xで 規 則 が 適 用 され て い る#

条 件1)節 点xで 規 則 が 適 用 され て い る#

条 件1:節 点xで 規 則 が 適 用 さ れて い る#

〈 条 件1> 節 点xで 規 則 が適 用 され て い る

【条 件1】 節 点xで 規 則 が適 用 され て い る

条 件1) 節 点xで 規 則 が 適 用 され て い る

 訳:Condition 1)The田le is applied by node x.

条 件1: 節 点xで 規 則 が 適用 され て い る

括弧全体についてのコメン ト

 (1) 訳出位置

  直前が名詞の場合

   →名詞句の直後(中 心語でなく最も後ろに現

  れる語の直後)

  用言の場合

   →中心語の後ろ(各 訳語が分散 して現れても

  同じ)

 (2)共 通 した扱い

  括弧内部を別処理 し、その訳文を上記訳出位置

 に出力する。

  括弧外処理時は、括弧部を無視する。

2.1省 略(略 称)

彼 ら は 、 朝 鮮 民 主 主 義 人 民 共 和 国(北 朝 鮮)を 中 心

に 活 動 を行 な っ て い る 。

 訳:They are acting around the Korean Democracy

  People Republic (North Korea).

国 民 総 生 産(GNP)の 実 績 成 長 率 は 、 き わ め て 低 い 。

 訳:Aresults growth rate of the gross national

  product(G VP)is very low.

コ メ ン ト

 ・二 重 翻 訳 に な らな い よ うにす る。

  辞 書 で は省 略語 とそ うで な い語 の訳 は 、極 力 変

  え て お く。

  同 じに な る と カ ッ トす る 。

 ・省 略 と認 識 す る必 要 は な い 。

ア ドバ イ ス

 ・括 弧 の後 に ス ペ ー ス を入 れ た 方 が よい の は 、 前

  と同 じ。

コメント

 (1)括 弧または後ろの記号

   一般的な(数 字による)項 番 と同じ扱いをす

   ればよい。

 (2)範 囲

   名詞句と名詞句+英 数字を項番 と見なす必要

   がある。

 (3)項 番内も翻訳する必要がある。

2.括 弧

2.2対 訳

自 然 言 語 ク ラ ス(Natural Language Class)

 訳:Natural-1anguage class(Natural Language

   C且ass)

人 工 知 能(Artificial intelligence, A1)

 訳:Artificial intelligence(Artificial intelligence,

   AI)

コメント

 (1)扱 い

  ・ダブらないようにする。

   同 じになるとカットすればよいが、同じにな

   らないときは一般的には対応困難である。

   訳でない別の意味の英文か訳語かわからない
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 と きは 処 理 しな い

(2)ダ ブ った と き に実 害 は特 に な い 。 しか しな

 が ら、 訳 が 同 じに な らな い と きは ま ぎ らわ し

 いo

訳:Fri.,Januarylgth

2月14日(水)・15日(木)*

ア ドバ イス

 ・ユ ー ザ側 で は な る べ く中 黒 を入 れ ない 。

2.3所 属 、 年 月 、住 所 な ど

横 山 晶 一(山 形 大)#

 訳:Yokoyama Akikazu(Yamagata university)

  (正 し く はShoichi)

実 験 動 物 で は 最 長 生 存 を 達 成 した(7月1日)

 訳:The longest survival was attained for the

   experiment animal(July l st).

教 団 付 属 医 院(東 京 都 中 野 区)の 医 師 ら は 、 診 察 を

行 な っ て い な い 。

 訳:The doctors of religious group attached hospital

   (the Tokyo Nakano‐ku)are not having a look.

コ メ ン ト

 ・括 弧 につ い て特 別 の扱 い を しな くて もよい 。

2.4補 足 説 明

膜 を 形 成(再 成 長)す る

 訳:Afilm is formed(reglow).

格 要 素(特 に 主 語 と 目 的 語)は 、 重 要 な 意 味 を も っ

て い る 。

 訳:The case element(especially, subject and

   object)has an important meaning.

入 力 フ ァ イ ル(省 略 時 に は 標 準 入 力)を パ タ ー ン 検

索 して 、 結 果 を 出 力 す る 。#

 訳:lt refers to the input file(inputting a standard in

   case of omission)in the pattern and it outputs a

   result.

検 索 情 報(こ の 集 合 体 を リ クエ ス ト と呼 ぶ)を 用 意

し、 次 の 処 理 に 進 む 。

 訳:The retrieval information(This aggregate is called

   a request.)is prepared and you go to next

   processing.

コ メ ン ト

 ・括 弧 に つ い て特 別 の扱 い を しな くて もよい 。

コ メ ン ト

 (1)括 弧 の 直 前 も含 め て 出 て くる種 類 は限 ら れ

   て い る の で 、訳 出 方 法 も含 め て 特 別 な処 理 を

  行 えば よい は ず で あ る。

 (2)(水)、(木)の 訳 が(water),(tree)に な る

  場 合 が あ る。 メー カー 側 で は(water),(tree)

   とい った 訳 に な らず に、 正 し く訳 出で き る よ

   う にす る必 要 が あ る。

2.6漢 字 の 読 み

よ い 途(み ち)を 選 ん だ

 訳:Agood road(Michi)was chosen.

金 融 淘 汰(と う た)の 時 代

 訳:the time of finance selection(it obtained)

(参 考)前 編 集 した 場 合

よ い 途 を 選 ん だ

 訳:The good way was chosen,

金 融 淘 汰 の 時 代

 訳:The ages of financial se且ection

コ メ ン ト

 (1)扱 い

 辞 書 に読 み も持 って 、直 前 の 語 の 辞 書 の読 み を後

方 一 致 で マ ッチ を取 り、マ ッチ して いれ ば 、削 除 す

る。

 (2)一 般 的 に は、 人 手 に よ る前 処 理 以 外 に有 効

   な方 法 は ない 。

2.7要 素 とな る場 合

印 刷 は 【印1と 書 い た キ ー を 押 して 下 さ い

 訳:Please push the key written on which

  [sign]to the print.

2.5曜 日

1月19日(金)

コ メ ン ト

 ・括 弧 部 を名 詞 句 と見 な して 扱 う。
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説明

ex.大 阪(梅 田)で 買 っ た 。

   → 括 弧 部 削 除 して も、文 が 成 り立 つ 。

  印 刷 は 【印 】 と書 い た キ ー を押 して下 さい 。

   → 括 弧 部 削 除 す る と、文 が 成 り立 た な い。

3.鍵 括 弧

被 告 は 「薬 物 を 投 与 し て 死 亡 し た 」 と供 述 し て い る 。

 訳:Adefendant 1S stating"The medicine was

   prescribed for the patient and it died."

被 告 は 「薬 物 を 投 与 し て 死 亡 し た 」 と供 述 し て い る 。

 訳:Adefendant is stating with"The drug was dosed,

   and you died."i[.

「医 療 」 に つ い て は 、 予 防 の 重 視 が 強 調 さ れ た 。

 訳:The serious consideration on"medical treatment"

   of[he prevention.

r医 療 」 に つ い て は 、 予 防 の 重 視 が 強 調 さ れ た 。

 訳:Valuing prevention was emphasized about'

   Medical treatment'.

「社 会 保 障 体 制 の 再 構 築 」 と題 す る 勧 告 書

 訳:Recommendation book entitled"Restructing of

   social security system"

「社 会 保 障 体 制 の 再 構 築 」 と題 す る 勧 告 書

 訳:The advice document entitled"reconstruction of

   social security organization"

永 野 会 長 は 「選 挙 運 動 を何 も し な い 人 が 当 選 し た 。

 こ れ は1つ の 革 命 で あ る」 と 感 想 を 漏 ら し た 。*

 訳:Nagano president let out impression with".

   whereby it does nothing of election campaign

   whereby people were elected this is l revolution.".

永 野 会 長 は 「選 挙 運 動 を 何 も し な い 人 が 当 選 した 。

こ れ は1つ の 革 命 で あ る 」 と 感 想 を 漏 ら した 。*

 訳:The man with whom the Nagano chairman does

   no "election movements was elected. This

   leaked and the comment which are one

   revolution.

 (参 考)前 編 集 した 場 合

被 告 は 薬 物 を 投 与 して 死 亡 し た と 供 述 して い る 。

 訳:You are stating the defendant dozed a drug, and

   you died.

永 野 会 長 は 次 の よ う に 感 想 を 漏 ら し た 。

選 挙 運 動 を 何 も し な い 人 が 当 選 した 。 こ れ は1つ の

革 命 で あ る 。

 訳:Chairman Nagano leaked the impression as

   follows. The person to whom anything did not

   electioneer either was elected.

   This is one revolution.

ア ドバ イ ス

  ・括 弧 を何 重 に も しな い で2重 まで にす る。

コ メ ン ト

 (1)対 象

   く 全 角 〉 「」臼 一 〉(出 力)…

 (2)扱 い

  ・括 弧 内 部 を 別処 理す る。

  ・括 弧 外 処 理 時 は 、括 弧 部 を ダ ミー の文 とす る。

   (「と」 の前) 他 は 、上 記2.7同 様 。

  ・括 弧 内 に2文 以 上 あ る場 合 は 、分 割 して、 複

   数 回 、 翻訳 処 理 を通 す。

  ・機 械 翻 訳 で は 、括 弧 内 と括 弧 外 との関 係 が 解

   析 で きな い 。

  ・直 接 話 法 は 翻訳 が 困 難 で あ る。

4。 引 用 符(ク ォ ー ト、 ダ ブ ル ク ォ ー ト)

地 下 鉄 駅 構 内 な どの"閉 じられ た"場 所#

 訳:The"lc was closed."Places such as the subway

   station premises

地 下 鉄 駅 構 内 な どの"閉 じられ た"場 所#

地 下 鉄 駅 構 内 な どの`閉 じられ た'場 所#

地 下 鉄 駅 構 内 な どの'閉 じられ た'場 所#

地 下 鉄駅 構 内 な どの"閉 じられ た"場 所#

地 下 鉄駅 構 内 な どの'閉 じられ た'場 所#

デ ィス プ レイ に"P"が 表 示 され る

 訳:"P"is displayed on display,

デ ィス プ レイ に"P"が 表 示 され る

デ ィス プ レイ に`P'が 表 示 され る

デ ィス プ レイ に'P'が 表 示 され る

デ ィス プ レイ に"P"が 表 示 され る

デ ィ ス プ レイ に'P'が 表 示 され る

コメン ト

 ・強調 と見なして無視する

 ・訳語を同様に囲む(分 離 した訳の場合は共に)
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5. 中 黒(中 点)

ラ イ ブ ラ リ ・フ ァ イ ル

 訳:Library file

月 曜 日 ・火 曜 日

 訳:Monday and Tuesday

フ ァ イ ル を 作 成 ・更 新 す る

 訳:Afile is created and updated.

月 曜 日 と 火 曜 日

 訳:Monday and Tuesday

フ ァ イ ル を 作 成 し更 新 す る

 訳:The file is made and is updated.

・間 に ス ペ ー ス を入 れ る と有 効 で あ る。

コ メ ン ト

 ・訳 出 位 置

 ex. 既 に知 られ て い る 。(1)→ 文 末 に 置 く

   これ は 直 後 の 文 や 句 とつ なが っ た り項 番 と見

   な され た りす る恐 れ が あ るの で 認 め ない 。

 ex. 既 に知 られ て い る。 (1)→ 文 末 に 置 く

 ex. 種 々 の研 究 が あ るが 、松 平[2]は …

          → 「松 平 」 の直 後 に置 く。

コメ ン ト

 (1)扱 い

 ・ス コ ー プ は前 後 と も直 近 の1単 語 の み とす る。

 ・両 側 カ タカ ナ(ダ ッシ ュ、 ハ イ フ ン、 ス ペ ー ス

  も同様)の 場 合 は中 黒 を無視 す る 。

 ・両 側 が 名詞 句 の場 合 は 並 列扱 い とす る 。

 ・両 側 が用 言 の場 合 、 可 能 な限 り並 列扱 い とす る 。

 (2)扱 う範 囲

 ・共 通 部 分 を省 略 した 表 現 、例 えば

   例 文: 月 ・火 曜 日

  は 翻訳 対 象表 現 と して 認 め ず 、 「月 曜 日 ・火 曜

 日」に書 き換 え る方 が望 ま しい。 なぜ な ら、 「月」

 +「 曜 日」=「 月曜 日」 で ない か らで あ る。

  た だ し、接 頭 語 の 並 列 表 現 、例 え ば 、

   例 文: 新 ・旧 役 員

  の よ う に、 「新(new)」+「 役 員(officer)」=

 「新 役 員(new officer)」とな る ケ ー ス は 、 入 力表

現 と して認 め られ る。

6.参 照

統 語 構 造 を 持 つ 構 文 が あ る[2]。#

 訳:[2]with the syntax with the syntax structure.

類 型 に 整 理 した(表2)。#

 訳:lt arranged to the type(Tab且e 2).

推 進 団 体(図10)に は120の 会 員 企 業 が 参 加 し て い

る 。

 訳:120members of enterprises have participated in

   the promotion group (FigurelO).

ア ドバ イス

7. ス ラ ッ シ ュ

約1/4の 消 費 電 力

 訳:The power consumption of about 1/4

カ ー ト リ ッ ジ の 取 り付 け/交 換 時

 訳:[ninstallation!replacement of the cartridge

コ マ ン ド を解 析/解 釈 し ま す

 訳:Acommand is analyzed and interpreted.

コメント

 (1)扱 い

  ・両側数字の場合→分数または日付

    →区別 しないでそのまま出力する。

  ・スコープは前後とも直近の1単 語のみとする。

  ・置換可能語と見なし、 「・」の場合の並列と

  同様に処理する。

 (2)扱 う範囲

  5.中 黒(中 点)同 様 に、

    例文: 月/火 曜日

  は機械翻訳対象表現として認めず、 「月曜日/

火曜 日」に書き換えることにするが、

    例文: 新/旧 役員は認める。

8.文 末 記 号(な ど で終 わ る文)

シ ョ ッ ク ウ ェ ー ブ が や っ て き た!

 訳:The shock wave has done!

home pageを 作 っ て み ま した:

 訳:home page was made.:

コ メ ン ト

 (1)一 文 切 り出 しプ ロ グラ ム の使 用 を行 う。

  翻 訳 用 で な い フ ァ イ ル やOCR読 み 込 み フ ァ

   イ ル利 用 時 に有 効 に活 用 す る。
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(2)扱 い

 切 りと り、 訳 文 の 文 末 に付 け る よ う にす る 。

  「?」 は 、 翻 訳処 理 時 に 疑 問 文 と見 な す 。

9. 文 中 の 箇 条 書 き

新 開 発 の プ ロ セ ス で は 、 (1)P型 の 順 に 形 成 す る 、

(2)パ タ ー ン を 作 り込 む 、(3)膜 を 形 成 す る 、

と い う工 程 を 採 用 し て い ま す 。*

 訳:ln the process of the new development, the

   process that(3)film which sets the(2)pattern

   of the(1)Ptype formed in order is formed has

   been adopted.

 (参 考)前 編 集 し た 場 合

新 開 発 の プ ロ セ ス で は 、 次 の 工 程 を採 用 して い ま す 。

(1) P型 の 順 に 形 成 す る

(2) パ タ ー ン を 作 り込 む

(3) 膜 を 形 成 す る

 訳:The following Process is employed in a new且y

   developed process.

  (1)Form in the order of P type.

  (2)Make a pattern.

  (3)Form a film.

ア ドバ イス

 箇 条 書 きは 文 中 に 入 れ ず に 、独 立 した 文 と して書

く。

10. そ の他 の 記 号

  (機械 翻 訳 テ ス トは まだ行 っ て い な い)

 (1)記 号 「… 」 の例 文

冒頭 の 文 「この 表 で は… 示 して い る。」にお い て 、 …

補助 動 詞(み る 、 くる、 し ま う、 …)を 扱 うた め に…

 (2)記 号 「～」 の 例 文

他 に 、 「～ て い る 」「～ で きる」 とい う表現 に対 して

変 数 の2～n倍 を 、 …

コ メ ン ト

 ・5。 中黒(中 点)同 様 に、

   例 文: 月 ～水 曜 日

  は 翻 訳 対 象 表 現 と して 認 め ず 、 「月 曜 日 ～水 曜

 日」

  に書 き換 え る こ と にす る。

3.お わ り に

 記 号 につ い ての 問 題 点 を取 り上 げ 、 そ の対 処 の 仕

方等 につ い て の 議 論 の 経 過 を付 した 。現 在 の 実 際 の

シス テ ム にお い て は、 対 応 の ま ち ま ちな もの も多 い

が 、 ど こ まで この よ う な記 号 に 対処 で きる か に つ い

て今 後 さ らに 検 討 す る予 定 で あ る。

 また 、 英 日翻 訳 の 場 合 に は 、ex., Fig.な ど、 ピ

リオ ドを 含 む 語 が あ る場 合 に、 一文 の 区切 りの認 識

が 問題 に な る こ とが あ るが 、 こ れ ら につ い て も今 後

検 討 の予 定 で あ る 。

国際嚢議 (MTNI No.13)

MT SummitVl

 次 のMT Summitは 、97年10月29日 か ら11月1日 に か け て 、 米 国 のSan Diegoで 開催 され る こ と に決 定 し

ま した。

 米 国 で のMT Summit開 催 は2度 目で す 。 前 回 のMT Summit皿 は 、91年7月1日 か ら4日 までWashington

D.Cで 開か れ、 そ こでIAMTお よび 地域 協 会 が 設立 され ま した 。

 次 回 の97年10月29日 か ら11月1日 と い う 開催 日は 、San Franciscoで 開 かれ るATA(American Trans且ators

Association)の 年 次 大 会 の丁 度 前 の週 で あ り、 また 、 San Diegoの 一 番 美 しい 時 期 で す。

 今 か ら予 定 を立 てて い た だ き、 多 数 ご参 加 くだ さい。

 なお 、MT SummitWは 、1999年 にAAMTが 担 当 して 開催 す る こ とに な っ て お り ます 。

                                           以 上
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鼓術県鍛力辮

機 械 翻 訳 と品 詞

(株)東 芝 研究開発センター 熊野 明

 今回は、機械翻訳で使 う品詞に関する話をします。

品詞といえば、名詞 ・動詞 ・形容詞などを学校で習

いました。機械翻訳といっても、このような品詞分

類と全 く異なるものを使 うわけではありませんが、

全 く同 じでもあ りません。 また、品詞に関わりの深

いものとして、活用変化があります。機械翻訳での

品詞、活用の詳細な考え方は、システムによって異

なりますが、計算機で翻訳するとい う目的が共通な

ので、共通の部分も多いはずです。

 以下では、機械翻訳での品詞、活用を、学校文法

での考え方と比較して紹介することにします。ある

時には学校文法より詳細に、またある時には学校文

法より単純に処理することで、機械処理の特徴が見

えて くると思います。

一上 一 段 動 詞 「見 る」 の活 用 変 化 は 「み
、み 、 み

 る 、み る 、 み れ 、み よ(み ろ)」と習 っ た け ど、

 「み 」 は活 用 しない 部 分 で は ない か。

一動 詞 に 「な い」 が つ なが るの は未 然 形 で 、形 容

 詞 に 「ない 」 が つ なが る の は連 用 形 。 そ れ も、

 動 詞 につ な が る 「な い」 は助 動 詞 で、 形 容 詞 に

 つ なが る 「な い」 は独 立 した形 容 詞 。 なぜ 。

この よ う な 、か な り無 理 の あ る説 明 だ っ た よ う な気

が します 。 もち ろ ん 、あ る面 で は整 理 され てい ます

が 、 そ れ は あ く まで 人 間 の理 解 の ため なの で す 。 文

法 を理 解 す るの は人 間 だ か ら、 常 識 的 に判 断 さ れ る

こ と を考 えれ ば 、 こ れで 十 分 なの で す 。

1.2 機 械 翻 訳 文 法 にお け る品 詞 ・活 用

1.日 本語 の 品詞

 日本語 に お い て も英 語 にお い て も、 文 中 の 語 の 品

詞 を決 め る こ とは 、翻 訳 処 理 の 最 初 の ス テ ッ プで す 。

こ こで は 、 日本 語 を機 械 翻 訳 で 処理 す る 上 で 、 品 詞

の果 たす 役 割 を 、色 々 な観 点 か ら述べ ます 。

1.1 学 校 文 法 で の 品 詞 ・活用

 私 た ち は学 校 の 国 語 の授 業 で 、名 詞 、代 名詞 、動

詞 、形 容 詞 、形 容 動 詞 、 副 詞 、 連体 詞 、接 続 詞 、感

動 詞 、助 詞 、助 動 詞 、 とい っ た 品詞 を習 い ま した。

活 用 変 化 と して も、未 然 ・連用 ・終 止 ・連 体 ・仮 定

・命 令 とい う6段 を習 い ま した。

 と こ ろが 、 こ こで 、 疑 問 を持 っ た 人 も多 い ので は

ない で し ょうか 。

 と ころ が 、 機 械 翻 訳 で は、 常 識 は 通 じませ ん 。 翻

訳 プ ロ グ ラム が 教 え られ た 辞 書 ・文 法 だ け に頼 って 、

翻訳 処 理 を行 な うか らで す 。

 上 で 疑 問 を感 じた こ とは 、 で きる だ け 客 観 的 に整

理 して計 算 機 に 教 え て や ります 。例 え ば 、動 詞 で は 、

未然 形 、 連用 形 をそ れ ぞ れ2種 類 に 分類 した ほ うが

い い で し ょ う。 そ の 結 果 、 活用 段 は8段 に な ります 。

上 一段 動 詞 と下 一段 動 詞 は 、 活 用 表 の 中 で 変 化 しな

い部 分 を語 幹 とみ な せ ば 、 全 く同 じ活用 種類 に で き

ます 。

 こ の よ うに 機械 的 に 分類 すべ き もの は 、す べ て独

立 した もの とみ な し ます 。 逆 に 、 ま とめ られ る もの

は ま とめ ま し ょ う。

 つ ま り、 あ る面 で は 「学 校 文 法 よ り詳 細 に」、あ る

面 で は 「学 校 文 法 よ り単 純 に」 な の です 。

一 動 詞 の 未 然形 に は
、 「ない 」 につ なが る形 と、

 「う ・よ う」 につ なが る形 が あ る し、 連 用 形 に

 は 、 「ます」 につ なが る形 と、 「た(だ)」 につ

 なが る形 が あ る。 ど う して 同 じ未 然 形 、 連 用 形

 な の だ ろ うか。

1.3 形 態 素 解 析

 文を意味のある構成要素に分割することを、形態

素解析といいます。形態素という言葉は学校文法で

は聞いたことがないかも知れませんが、意味的にま
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とまりのある最小の構成単位のことです。個々の形

態素は、辞書に登録されているもので、それぞれ品

詞が付与されています。

 次の文を形態素解析 してみます。

「彼女は外国に行 きたいそうだ。」

辞書 との照合だけでは、次のような区切 りが考えら

れます。

(1)行 き(動 詞)1た い(助 動 詞)1そ う だ(助

  動 詞)

(2)行 き(動 詞)1た い(助 動 詞)1そ う(副 詞)

  1だ(助 動 詞)

(3)行 き(動 詞)1た(助 動 詞)1い(動 詞)

  そ うだ(助 動 詞)

(4)行 き(動 詞)1た(助 動 詞)1い(動 詞)

  そ う(副 詞)1だ(助 動 詞)

るかどうかをすべて知る必要があります。

 これを計算機に教えるには、その全ての組み合わ

せをテーブルにしておくのが簡単な方法です。この

方法は一般的に使われてお り、その接続関係をテー

ブルにしたものが 「接続テーブル」と呼ばれるもの

で、日本語の形態素解析ではよく用いられます。下

に示すものがその一部です。

前接続

後接続

 この 文 の 正 しい 解 釈 は(1)で す 。 文 法 を知 って

い る 日本 人 な ら、 迷 う こ とな く判 断 で き るで しょ う。

とい う よ り、(2),(3),(4)の 解 釈 を考 え る ほ

うが 難 しい く らい で す 。 しか し、計 算 機 で は 、(1),

(2),(3),(4)の 解 釈 は 、 どれ も同 レベ ル の解

釈 候 補 で す 。 で は 、計 算 機 の 気持 ちで 解析 を進 め る

こ とに し ま し ょ う。

 最 初 に 間 違 っ て い る と判 断 で き る の は 、(3),

(4)で す 。動 詞 「行 く」 の 連用 形 「行 き」 の 直後

に は 、助 動 詞 「た」 は接 続 し ませ ん。

 (1)と(2)で は そ れ ぞ れ 、助 動 詞 「た い」 を

終 止 形 とす る解 釈 と、連 体 形 とす る解 釈 が あ り ます 。

(2)は ど うで し ょ うか。 「た い」 は終 止 形 か連 体

形 です が 、終 止 形 の 直後 に副 詞 は接 続 で き ませ ん。

連 体 形 と考 え て も、 こ の後 に連 体 修 飾 を受 け る名 詞

が な い の で 、正 し くあ り ませ ん。

 こ の例 を見 て もわ か る よ うに 、機 械 的 な処 理 で は 、

人 間が 予 想 も しな い可 能 性 が 出 て きます 。

1.4 接 続 テ ー ブ ル

力行五段動詞

   未然形1(書 か)

   未然形2(書 こ)

   連用形1(書 き)

   連用形2(書 い)

   終止形 (書く)

   連体形 (書く)

助動詞 「たい」

    終止形 (たい)

    連体形 (たい)

 

な

い

そ

う

だ

 

た

い

 

だ

 

た

0

0

O

0

O

 前接続の欄は、接続の前に来る語尾の種類、後接

続の欄は、接続の後に来る語の種類 を示すものです。

○で示 したところが、接続OK、 それ以外の組み合

わせは接続できないということです。つ まり、1行

目は 「力行五段動詞未然形1(書 か)に は、 「ない」

が接続する」 という意味です。このテーブルがあれ

ば、全ての語の活用とそれに隣接する語の可能性が

わかることになります。

 接続テーブルの行数は、活用語の活用変化の数だ

け必要ですが、五段動詞の終止形は活用行にかかわ

らず同じ接続 をするので1種 類にまとめることがで

き、一般的には200余 り必要です。桁 数は、助詞、

助動詞、形式名詞、補助動詞などの種類、約100必

要です。学校文法では、こんなテープルは使いませ

んでした。 「学校文法 より詳細に」なのです。

 上の形態素解析で、隣接する単語の正 しさを判定  1.5

するのに利用 した情報は、接続関係で した。つ まり、

ある形態素の活用形が、ある形態素の直前に接続す

品詞の細分化

「今 日本 人 か ら聞 きま した 。」
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 この文を、単純な辞書照合だけで解析すると、前

半部分だけで も、次のような可能性が得られます。

(1)「 今 日」「本 人」「か ら」「聞 き ま した 」

(2)「 今 日」「本 」「人 」「か ら」「聞 き ま した 」

(3)「 今 」「日本 人」「か ら」「聞 き ま した 」

(4)「 今 」「日本 」「人 」「か ら」「聞 き ま した 」

(5)「 今 」「日」「本 人 」「か ら」「聞 き ま した」

(6)「 今 」「日」「本 」「人 」「か ら」「聞 き ま した 」

(「聞 き ま した」 は 「聞 き」「ま し」「た 」 と解 析 され ま

す が 、 こ こ で は省 略 します 。)

 「今 日」「今 」「日本 人」「日本 」「日」「本 人 」「本 」「人 」

は全 て名 詞 です 。 が 、 よ く見 る と文 中 の 役 割 が 異 な

る もの が あ る こ とに気 が 付 きます 。 名 詞 は後 に助 詞

を と もな っ て 、文 の主 語 の よ う な要 素 に な ります 。

「日本 は狭 い 。」の 「日本 」 や、 「本 人 か ら聞 い た。」

の 「本 人」 は こ の例 で す 。 しか し、 「今 日」 とい う

名 詞 は 、 「今 日は寒 い。」の よ う に助 詞 を伴 っ た用 法

の 他 に、 「今 日、彼 に会 っ た。」の よ う な副 詞 の よ う

な用 法 もあ り ます 。 こ の用 法 は 、 「今 」 に は あ りま

す が 、 「日本 」 や 「日本 人」「本 人 」 な ど に は ない 性

質 で す 。

 この性 質 は構 文 解 析 で重 要で す 。そ こで 、「今 日」

「今」 な どは 、普 通 の名 詞 とは区 別 して 「副 詞 的 名

詞」 とす る こ とが 一般 的で す 。

 この後 、構 文 解 析 に よ っ て、 正 しい 解 釈 を求 め ま

す が 、 正 しい 日本 語 の 文 と して 認 め ら れ る の は、

(1)と(3)で し ょ う。

か

も

知れ

ない

か な り複 雑 です 。

:副 助詞

:副 助詞

:動 詞の未然形

:助 動詞の終止形

 で は 、 こ れ を英 語 に翻 訳 す る こ とを 考 え ます 。 普

通 、英 語 を習 っ た 日本 人 な ら 、 「そ れ は 本 当 だ」 は

「lt is true.」。そ れ に 、 「か も知 れ な い」 が付 くか ら、

「lt may be true.」。ご く自然 な考 え方 で す 。

 こ こで 注 目 した い の は 、 「そ れ」、 「本 当」 は文 中

で独 立 した 要 素 と して 「it」「(be)true」 と考 え ま し

たが 、 「か も知 れ ない 」の 部 分 は 、せ っか く 「か(副

助 詞)」「も(副 助 詞)」「知 れ(動 詞 の 未 然 形)」「な い

(助動 詞 の終 止 形)」 と分 割 した の に 、 そ れ を全 く使

っ て い な い こ とで す 。

 計 算 機 で こ の翻 訳 を行 な う こ と も、 同様 の こ とが

言 え ます 。 「か」+「 も」+「 知 れ」+「 な い」 か

らmayが 得 ら れ る の で は な く、 「か も知 れ な い」

で一 つ の ま とま りと してmayと 訳 す の です 。

 機 械 翻 訳 の 辞書 で は 、 こ の よ うな場 合 、 「か も知

れ な い」 は一 つ の助 動 詞(相 当語)と して扱 うの が

自然 です 。 つ ま り、 「学 校 文 法 よ り単 純 に」 な の で

す 。 分 解 して も意 味 の ない 部 分 は 、 ま と まっ た ま ま

扱 う。 意 味 的 な ま とま りで 分 解 す る。 こ れが 計 算 機

に とっ て 、合 理 的 な方 法 な ので す 。

 次 の よ う な例 もあ ります 。

「に よ っ て」、 「を用 い て」、 「の ため に」

な ど は 、細 か く解 析 す る と 、

1.6 語 分 割

「そ れ は本 当 か も知 れ ない 。」

 こ の文 を形 態 素 解 析 して み ます 。 学 校 で 習 った 品

詞 ・方 法 を使 う と、次 の よ う に分 割 す る こ と に な る

で し ょ う。

それ  :代 名詞

は   :副 助詞

本当  :形 容動詞の語幹

 「に(助 詞)」「よっ(動 詞rよ る」 の 連 用形)」「て

(助詞)」

「を(助 詞)」 「用 い(動 詞 「用 い る」の 連用 形)」 「て

(助詞)」

 「の(助 詞)」「た め(名 詞)」「に(助 詞)」

の よ う に な ります が 、 こ こ まで 分 解 して も、 処 理 を

複 雑 にす る だ けで す 。 「に よ って 」「を用 い て 」「の た

め に」 を その ま ま、 助 詞(相 当 語)と して扱 うほ う

が 、 機 械 処 理 と して は 合 理 的 で す 。
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1.7 形 態 素 生成

 形態素解析は、入力文を形態素に分割する処理で、

日英翻訳の最初のステップで した。これに対 して、

英 日翻訳を行なう場合には、形態素生成 という処理

が必要になります。これは、英語を解析 して得 られ

た情報から、日本語を生成する過程です。例えば、

    The program was not designed.

の 訳 文 と し て 、

    「そ の プ ロ グ ラ ム は 設 計 さ れ な か っ た 。」

を生 成 す る と し ます 。 こ の文 の述 語 「設 計 され な か

っ た」 は 、 「was not designed」 の訳 です 。 英語 を少

し知 っ て い る 日本 人 に と って は 、 問題 と も思 わ な い

処 理 で し ょ う。 とこ ろが 、計 算 機 で行 な う には 、 考

え ね ば な らな い こ とが あ ります 。

 一般 に こ こで行 な わ れ る生 成 処 理 は 、「設 計 す る」

とい うサ行 変格 動 詞 に 、過 去 、受 け 身 、 否 定 の様 相

を加 え る処 理 で す 。過 去 を示 す に は助 動 詞 「た」 ま

た は 「だ」、受 け 身 を示す に は助 動 詞 「れ る」 また は

「られ る」、否 定 を示 す に は助 動 詞 「な い 」 ま た は

「ず」 を生 成 す れ ば い い と予 想 で き ます 。

 しか し、 そ れ だ け で は 、 「た」を生 成 す るか 「だ」

を生 成 す る か 、 過 去 と受 け 身 と否 定 を どの 順 序 に生

成 す る か が わ か りませ ん 。形 態 素 の順 序 の 組 み 合 わ

せ は3×2=6通 りあ ります 。

(4)「 設 計 す る」+受 け 身 「れ る」+否 定 「ない 」

+過 去 「た 」

を選 ん だ こ と に な ります 。 受 け身 の 表 現 に 「れ る」

を選 ん だ の は 、 そ の 前 が 「設 計 す る」 とい うサ 変 動

詞 だ か らで す 。 否 定 が 「ず 」 で な く 「な い」 なの は 、

そ の前 が 「れ る」 とい う助 動 詞 だ か らで す 。 同様 に、

最後 の過 去 が 「だ 」 で ない の は 「な い」 と接 続 で き

る よ うに です 。

 実 は 、川頁序 だ け で は 最 終 的 な 日本 語 は 生成 で き ま

せ ん。 「設 計 す る」 は 「れ る」 の前 だ か ら未 然 形 で 、

「れ る」は 「な い」の 前 だか らや は り未 然 形 で 、 「な

い」 は 「た」 の前 だ か ら連 用形 で生 成 しな け れ ば な

り ませ ん。

 こ こ ま で の情 報 が揃 って 、 正 しい表 現 「設 計 され

な か っ た」 が 得 られ るの で す 。

 上 の例 は 、 各 形 態 素 が 、 学校 文法 と一致 して い ま

した 。 で は 、

を

It may be true.

「それは本当かも知れない」

と訳すことを考えます。形態素生成では、「本当だ」

という形容動詞に推量の様相を加えることになりま

す。 「本当かも知れない」と生成することを考える

と、

(1)「設計する」+過 去+受 け身+否 定

(2)「設計する」+過 去+否 定+受 け身

(3)「設計する」+受 け身+過 去+否 定

(4)「設計する」+受 け身+否 定+過 去

(5)「設計する」+否 定+過 去+受 け身

(6)「設計する」+否 定+受 け身+過 去

過 去 、 受 け 身 、 否 定 の形 態 素 と して そ れ ぞ れ2通 り

の ど ち ら を出 す か と、 そ の順 序 を考 え る と全 て の 組

み 合 わ せ は6×(2×2×2)=48通 りに な りま

す 。 この 中 の どれ か 一 つ が 日本 語 と して正 しい 表 現

の はず で す 。 日本 語 の ネ イテ ィ ブ な ら 、 「設 計 され

なか っ た」 と な る こ とは 容 易 にわ か ります 。 こ れ は 、

上 に示 した組 み 合 わせ の 中 な ら、

「本当」+「 か(副 助詞)」+「 も(副 助詞)」

   +「 知れ(動 詞の未然形)」

   +「 ない(助 動詞の終止形)」

にな ります 。 しか しこ こで 「か」、「も」、「知 れ 」、「な

い」 を独 立 した形 態 素 と して 考 える 意味 は あ ま りあ

りませ ん 。 この 場 合 は 、推 量 の 意味 を示 す 「か も知

れ ない 」 とい う一 つ の形 態 素 と して 考 え た ほ うが 、

知 識 も処 理 も簡 単 に な り ます 。 「学校 文 法 よ り単 純

に」 で す 。

2.英 語 の 品 詞

Time Flies like an arrow.
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 これは有名な諺ですが、機械翻訳の上では別の意

味で有名な例文です。私たちが 「光陰矢のごとし」

と受けとめるこの文には、機械翻訳 にとって構文的

に曖昧性があるからです。常識を知らない機械翻訳

では、 「時蝿は矢を好む。」「矢のように蝿 を計れ。」

といった珍訳が出てきます。なぜでしょうか。

2.2 活 用 変 化

 ところで、名詞にも動詞にもなる語はとても多い

のですが、文中に現われる形でどちらか判断が付 く

場合もあります。

He answered.

2.1 多 品 詞 語

 これ は 、 英 語 の 多 品 詞 に起 因す る もの です 。 文 中

のtime, flies, likeは 次 の よ うに複 数 の品 詞 を もっ て

い ます 。 この よ うな語 を多 品詞 語 と呼 んで い ます 。

time:名 詞 ・動 詞

dies:名 詞 ・動 詞

like:動 詞 ・名 詞 ・形 容 詞 ・副 詞 ・前 置 詞 ・接 続

   詞

こ れ だ け で も、2×2×6=24通 りの組 み 合 わせ が

あ り ます 。

 例 文 の 正 しい 解 釈 は 、time=名 詞, files=動 詞 、like

=前 置 詞 と した もの で す
。 英語 で は 、 こ の よ うな多

品 詞 語 が 多 く、 曖 昧性 を増 やす 原 因 に な っ て い ます 。

timeを 名 詞 、 fliesも 名 詞 、 likeを 動 詞 と して解 析 し

た 結 果 が 、 「時 蝿 は 矢 を 好 む。」、timeを 動 詞 、 flies

も名 詞 、likeを 前 置 詞 と して 解 析 した 結 果 が 、 「矢

の よ うに蝿 を計 れ 。」で す 。

 英 語 で は 、time, flyの よ う に、 名 詞 に も動 詞 に も

な れ る 多 品詞 語 は 、非常 に た く さん あ ります 。answer,

check, desire, fall, help, load, mind, play, strike, walk,…

こ の くら い は思 い 付 くで しょ うが 、 英 語 で は 、 主 な

名 詞 は ほ とん ど動 詞 と して も使 わ れ る よ うで す。

cake, dog, husband, pencil, people, roof, stomach, tree,な

ど、 普 通 には 名 詞 と しか 思 え な い語 で も、大 きな辞

書 を見 る と、 名 詞 の ほ か に動 詞 が あ る こ とが わ か り

ます 。

 もっ と長 い 文 で は 、 か な りの組 み 合 わせ に な りま

す 。仮 に動 詞 に も名 詞 に もな る語 が1文 に10語 あ れ

1ま＼  2 × 2 × 2 × 2 × 2 × 2 × 2 × 2 × 2 × 2 =

1024通 りに な ります 。 この 組 み 合 わ せ の 中 な ら、 正

しい もの を見 極 め て語 と語 の 関 係 を明 らか にす るの

が 構 文 解 析 で す 。

と い う文 で は、構 文 解析 を行 な う まで も な く、answer

(ed)は 動 詞 で す 。 語 尾 に 一edが 付 くの は 動 詞 の

活 用 で しか ない か らで す 。 語 尾 が 活 用 す れ ば 品詞 が

明 確 に な るか 、 とい え ば 、必 ず し もそ うで は あ り ま

せ ん。 上 の諺 で 現 わ れ たfl iesは 、 flyの 活 用 変 化 形

で す が 、 これ は 名 詞 と も動 詞 と も判 断 が 付 きませ ん。

fliesに は、 名 詞flyの 複 数 形 と、動 詞flyの 三 人 称

単 数 現 在 形 が と も にあ る か らで す 。

 英 語 の 活用 変 化 は 、 日本 語 に比 べ る と種 類 が 少 な

く単 純 で す 。 日本 語 で は 、 動 詞 の語 幹 に様 々 な助 動

詞 、 あ る い は相 当 語句 が接 続 して 、 「設 計 され なか

っ た か も知 れ ませ ん」 の よ うに 、 か な り長 い 表 現 が

あ りえ ます 。 しか し英 語 で は、-S(-es)が 付 い

て さ らに 一ingが 付 い て 過 去 の 一ed語 尾 に な る とい

う こ と は な く、 どれ か一 つ の変 化 で す。 した が っ て 、

活 用 語 尾 を1種 類 外 して 語尾 を補 正 す れ ば 、OKで

す 。 例 え ば、 名 詞 の 複 数 変 化 を処 理 す る の は 、次 の

4種 類 くらい あ れ ば大 丈 夫 で す 。

(1)‐vesな ら 、 esを 取 る か 、 sを 取 っ て 、 vをf

  で 置 き換 え る 。

(2)-iesな ら 、 iesを 取 っ てyと 置 き 換 え る 。

(3)-esな ら 、 esを 取 る か 、 sを 取 る 。

(4)-sな ら 、sを 取 る 。

こ れ だ け の規 則 が あ れ ば 、 英語 名詞 の 複 数形 を処 理

で きる の です 。 日本 語 の複 雑 な語 尾 処 理 と比 べ れ ば 、

か な り簡 単 で す 。

 と こ ろが 、 大 き な問 題 を残 してい ます 。 そ れ は 、

不 規 則 変 化 の 語 で す 。manの 複 数 形 がmen、 footの

複 数 形 がfeet、 とい う変 化形 で す 。

 これ を処理 す る には 、 規 則 は 必 要 あ りませ ん。 文

字 どお り、不 規 則 変 化 なの で 、 規則 には な りませ ん 。

そ の代 わ り現 実 の デ ー タが必 要 なの で す 。manに 対

してmen、 footに 対 してfeet、 … の よ う に、 全 て の
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不規則変化を辞書に入れておかなければな りません。

 この問題は、不規則変化動詞に対 しても同 じこと

が言えます。

begin, began, begun

eat, ate, eaten

make, made, made

put, put, put

 品 詞 は もっ と細 分 化 す る こ と もあ ります 。3.の

構 文 を と る動 詞 で も、 目的 語 にthat節 を とる もの 、

疑 問 詞 節 を と る もの 、 単 に名 詞 句 しか と らな い もの 、

な ど に分 類 す る こ とが で き ます 。 そ れ な ら 、3.の

他動 詞 を さ ら に分 類 しま し ょう。

 この よ う に、 構 文 解 析 の 効 率 を考 え る と、 品 詞 を

細 か く分 類 す る ほ うが 得 策 で す 。 つ ま り、 日本 語 と

同様 に 「学 校 文法 よ り詳細 に」 なの で す 。

英語の教科書や辞書の巻末に載っている不規則変化

動詞の表を、すべて機械翻訳用の辞書に変換するこ

とになります。

2.4 形 態 素 生 成

 日英翻訳で英語の訳文を生成する処理の最後は、

形態素生成です。その一つに名詞の複数形変化があ

りますが、規則変化をする名詞では、

2.3 他 動 詞 ・自動 詞

学 校 の 英 文 法 と して習 っ た もの に 、英 語 の5文 型

とい う のが あ り ま した。

1.S+V

2.S+V+0

3.S+V+C

4. S+V+O+0

5.S+V+O+C

Sは 主語 、Vは 動 詞 、0は 目的 語 、 Cは 補 語 です 。

 英 語 の辞 書 に よっ て は 、 どの構 文 を取 る こ とが で

き るか を示 した もの もあ り ます 。 機 械 翻 訳 辞 書 に は 、

こ の よ うな分 類 が必 要 です 。

 英 語 の辞 書 を見 る と、動 詞 は他 動 詞 と自動 詞 に分

け られ てい ます 。 目 的語 を とる動 詞 が 他 動 詞 、 そ れ

以 外 が 自動 詞 で した。 学 校 文 法 に よる と、1.と3.

の 動 詞 が 自動 詞 、2,4,5の 動 詞 が 他 動 詞 とい う

こ と に な り ます 。

 た だ し、他 動 詞 は 目的 語 を とる か ら とい っ て 、2,

4,5の 構 文 を全 部 とれ る わ け で は あ り ませ ん。4.

の 構 文 を と る の は 、give, showな ど一 部 の他 動 詞 で

す 。 ま た、5.の 構 文 を とる の は 、find, makeな ど

一 部 の 他 動 詞 で す
。 こ の よ うな 、語 の振 る舞 い の違

い は、 構 文 解 析 に重 要 な情 報 です 。

 そ こで 、 機 械 翻 訳 の辞 書 で は 、4.の 構 文 を とる

他 動 詞 、5.の 構 文 を とる他 動 詞 を 、 一般 の他 動 詞

と別 の 品 詞 にす る こ とが あ り ます 。

sを 付 け る もの

esを 付 け る もの

語 尾 のyをiesに 置 き換 え る もの

語 尾 のf(ま た はfe)をvesに 置 き換 え る もの

この 分 類 情 報 だ け あ れ ば十 分 で す 。 (2.2で 用 い

た情 報 と 同 じ もの です 。)あれ ば十 分 とい うの は簡 単

で す が 、 裏 を返 せ ば 、全 て の 名詞 に関 してそ れ だ け

の情 報 が 必 要 とい うこ とです 。 もち ろん 、 不 規 則 変

化 の 名 詞 は 、解 析 の とこ ろ で使 っ た表 を参 照 す る こ

とに な り ます 。

3.お わ り に

 機 械 翻 訳 で 用 い られ る 品詞 に関 す る話 を、 活 用 変

化 を含 め て紹 介 して き ま した。 特 徴 の い くつ か を 、

個 別 に述 べ た の で 、全 体 と して ま と ま りが な くな っ

たか も知 れ ませ ん 。 た だ 、機 械 翻 訳 に関 す る品 詞 ・

活 用 の主 な話 題 は で きる だ け取 り入 れ た つ も りで す 。

案 外 単 純 だ 、 と思 う人 もあ れ ば 、面 倒 な処 理 を して

い る 、 と思 う人 もあ る で し ょ う。

 人 間 の理 解 を前 提 と して作 られ た 学 校 文 法 の 品 詞

・活 用 と
、計 算機 処理 の た め に使 わ れて い る機 械 翻

訳 用 の 品詞 ・活用 の扱 い方 の違 いが わか って もら え

れ ば こ の話 は お し まい に で き ます 。
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籍究機関紹糞

奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科松本研究室

奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科教授 松本裕治

3.研 究 内 容

1.は じ め に

奈良先端大は、平成5年4月 に情報科学研究科の博

士前期課程学生の受け入れを始めた新 しい大学院大

学である。現在は4年 目にあた り、博士後期課程2

年までの学生が揃っている。前期課程が2学 年で約

250名 、後期課程が2学 年77名 が情報科学のあらゆ

る分野での研究、勉学に励んでいる。松本研究室の

正式名は自然言語処理学講座であ り、自然言語と知

識情報処理に関する広い研究を行なっている。

研 究 室 で も っ と も重 視 して い る テ ーマ は 、 テ キ ス ト

か らの 言 語 知 識 の 獲 得 で あ る。 獲 得 す べ き知 識 に は

様 々 な もの が あ り、 日本 語 形 態 素 解 析 の ため のパ ラ

メー タ推 定 、 確 率 文 法 の 拡 張 とパ ラ メ ー タ推 定 、動

詞 の 格 フ レー ム獲 得 と意 味 分 類 、 名 詞 シ ソ ー ラ ス構

築 、 日英 対 訳 テキ ス トか らの 翻 訳 規 則 獲 得 、 特 定 分

野 の テキ ス トか らの 知 識 抽 出 な ど、 色 々 な観 点 か ら

研 究 を行 な って い る。 これ らの い くつ か につ い て説

明 す る。

2.研 究室の構成 と活動

現 在 の 人 員構 成 は 、教 授1名 、 助 手2名(宇 津 呂 武

仁 、宮 田 高志)、教 務 職 員1名(成 田 え りか)、学 術 振

興 会 海外 特 別 研 究 員(Kristiina Jokinen)、 博 士 後 期 課

程学 生9名 、前 期 課 程 学 生18名 、 秘 書1名 で あ る。

また 、 関 連企 業 との共 同研 究 な ど も積 極 的 に行 な っ

て い る。

研究室では、毎週1回 全体の研究会を開き、研究の

進捗状況の報告や関連研究紹介などを行なっている。

本年度からは定例の研究会以外に研究 トピックごと

の研究グループを作って小人数での活動も同時に行

なっている。現在活動中のグループは、統計的言語

処理、HPSGに 基づ く日本語文法、文生成、辞書お

よび語彙知識、遺伝子情報、対話などである。また、

研究グループではないが、データや言語処理ツール

の整備のためのグループや基礎的な科目(離 散数学、

自然言語理解入門など)の 勉強会も開かれている。

夏休みの短期集中勉強会や合宿なども年中の行事と

して行なっている。遺伝子情報については、本学の

バイオサイエ ンス研究科との共同研究を計画 してお

り、定期的な交流を持つ予定である。

大量の電子化テキス トが入手可能になったものの、

ほとんどが品詞情報などのないプレーンテキス トで

あるため、様々な加工を行うための基本的なツール

群が必要である。 したがって、日本語テキス トの形

態素解析、統語解析の精度向上のための手法の研究、

さらに解析済みテキス トからの語彙知識獲得の研究

を行っている。

日本 語 形 態 素 解 析 で は 、HMMな どの 統 計 的 手 法 を

も ちい て 、品 詞 接 続 や 語 の 生 起 確 率 な どの パ ラ メ ー

タの 推 定 を行 な って い る。 精 度 の 高 い 結 果 を得 る た

め に確 率 パ ラ メー タの 初 期 値 の 影 響 や 、 文 法 的 知 識

の 導 入 、 多 出 現 語 の 語 彙 化 や ス ムー ジ ン グ な ど を行

ない 、 従 来 開 発 して き たJUMANシ ス テ ム を 上 回 る

パ ラ メー タが 学 習 可 能 で あ る こ とが わ か った 。 こ こ

まで の 実 験 はJUMANと 同様 、連 続2単 語 間 の 連 接

しか 見 て い な い(bi-gram)が 、必 要 に応 じた 長 さ

の コ ンテ クス トを 自動 的 に学 習 で き るた め の 方 法 を

開発 して い る。

確率文法については従来の統語規則の範囲だけでな

く、句の主辞の意味カテゴリや句の長さの情報を考

慮 した確率文法の学習方法を提案し、従来の統語情

報だけを用いる場合よりも解析精度が向上すること

を示した。
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日本語文の係受け解析がある程度可能であるとの仮

定にたち、個々の動詞の表層的な格パターンを集積

することにより、動詞の属する意味クラスを特定す

る研究を行なっている。動詞の意味クラスを決定す

ることにより、それぞれの表層格がどのような深層

格 と対応するかが明 らかになるとともに、意味 クラ

スで共有する表層格パターンを記述しておくことに

より、動詞の統語的な働 きを予測することができる。

EDRで 公開 された共起辞書の係受けデータを利用

することにより、深層格の推定が80%以 上の精度で

行なえることを確認 した。

対訳テキス トからの翻訳規則抽出については、い く

つかの分野の日英対訳データに対 して、実験を行な

っている。文対応が取れた日英両文を統語的に解析

し、事前に統計的手法によって計算 した日英単語対

の類似度に基づいて最適な構造対応を取る方法を開

発した。特定の語 を含む大量の文の構造対応を蓄積

することにより、その語に関する訳 し分けの規則を

自動獲得する研究を行なっている。統計的手法によ

る日英単語対の類似度計算についても、最近は単語

対だけでな く、単語連続の対についても類似度計算

ができるように拡張しており、これと統語解析によ

る構造上の対応 を取る手法を用いることにより、よ

り詳細な翻訳規則抽出を試みている。

例に基づ く翻訳では、対訳例 を直接翻訳に用いるこ

とを考えているが、我々の方法は対訳例のどの部分

が具体的に対応 しているかを自動的に判定し、それ

をある程度抽象化 して翻訳規則としたもので、その

翻訳規則は入力文の解析の段階でも有用だと考えて

いる。また、例に基づ く翻訳では大量の対訳例文の

検索に膨大な処理時間が必要であ り、それが問題に

なっているが、我々は対訳例の量にほとんど影響を

受けない高速な例検索の方法 も提案 している。

言語知識獲得以外のテーマでは、文法規則の制約に

違反 した文を非文として排除するのではなく、如何

に制約を緩和 して、尤もらしい解釈を得るかという

問題について、汎用性の高い方法を提案 している。

従来は、文法的エラーの種類にしたがってエラー修

正のための規則が書かれる方法などが用いられてい

たが、単一化文法に基づいて文法的制約を統一的な

方 法 で 記 述 し、解 析 中 の制 約 違 反(コ ス ト)と そ れ

を無 視 した 場 合 の 解 析 結 果(報 酬)の 損 得(コ ス ト

ー 報酬 ト レー ドオ フ)を 考 え る こ と に よ り
、 自然 な

解 釈 を得 る手 法 を提 案 した 。

言 語 に 関 す る様 々 な研 究 をサ ポ ー トす る た め には 、

基 本 的 な処 理 プ ロ グ ラム や 言 語 解析 支援 ツー ル 、 言

語 デ ー タな どが 重 要 で あ る 。 ツ ー ル や デ ー タは 狭 い

研 究 室 だ け で な く、 自然 言語 研 究 の コ ミュ ニ テ ィ全

体 で 共 有 して い く こ とが 重 要 で あ る。 現 在 、研 究室

で 公 開 して い る ツ ー ル に は 、 日本 語 形 態 素 解 析 シ ス

テ ムJUMAIVお よ び そ の 解 析 結 果 視 覚 化 シ ス テ ム

ViJUMAN、 構 文 解 析 シ ス テムSAXお よび そ の 解 析

結 果 視 覚 化 シ ス テ ムVislpsな どが あ る。

現 在 、様 々 な レベ ル の共 起 を獲 得 す る た め の ッー ル 、

複 数 の 辞 書 間 の 語 彙 の変 換 をサ ポ ー トす る ッー ル群

な ど を構 築 中 で あ る。 そ の他 、 デ ー タの 共 有 化 に も

努 力 して きた 。 以 前 、情 報 処 理学 会 の 言語 資 源 共 有

化研 究 グル ー プで 調 査 した言 語 デ ー タの調 査 結 果 な

どを研 究 室 のWWWペ ー ジで公 開 な ど して い る。

4.そ の 他

奈良先端大は学部を持たない独立の大学院大学であ

るため、幅広い経歴をもつ優秀な入学生を募集して

いる。企業からの派遣を含め社会人経験者が多いの

も特徴である。優秀な学生の短期修了や支援財団に

よる学生の海外の国際会議での発表の援助など、研

究面での様々なサポー トを行なっている。奈良先端

大 と松本研究室のホームページはそれぞれ次の通 り

である。

奈 良 先 端 大:

http:〃www. aist-nara. ac.jp/index. html

松 本 研 究 室:

http;〃cactus. ais[-nara. ac. jp/1ab!home. html

研 究 室 に 関 す る 御 質 問 が あ れ ば メ ー ル

(ma[su@IS. aist-nara. ac. jp)ま で 気 軽 に お 問 い 合 わ

せ 下 さ い 。
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学会報告

言語処理学会 第2回 年次大会 参加報告
  NEC情 報メディア研究所 亀井真一郎、福島俊一、野村直之、赤峯享、田村真子
                         シェフィール ド大学 若尾孝博

3月26日 、27日 の 両 日に わ た り東 京工 業大 学 を 会場

と して 、言 語 処 理 学 会 の 第2回 年次 大 会 が 開催 され

た。 論 文 件 数 は約100件 に の ぼ り、以 下 に記 す18の

セ ッシ ョ ンお よ び ポ ス ター セ ッ シ ョ ン に分 け て 発 表

が 行 な われ た。

般の人が情報発信をするのに自然言語が最適 メディ

アである。今後 とも我々が頑張って非定型、不均質

な情報の処理への取 り組みを益 々発展させていこう

ではないか、という前向きな提言で締め くくられ、

参加者の共感 を呼んだ。

形 態 素解 析 、解 析1、2、 頑 健 な解 析 、 文 生 成 、

コ ー パ ス1、2、3、4、5、

言語 分析1、2、 談 話 解 析 、対 話 理 解 、

機械 翻訳1、2、 情 報 検 索1、2

発表件数の点ではコーパスを用いた言語処理に関す

る研究の数が多い。また従来の処理の枠組を越えて

言語の本質に迫ろうとする談話解析、対話理解ある

いは基礎的な言語分析の研究 も活発である。 さらに

グローバル情報ネットワークの発達を反映 して、機

械翻訳の研究 も依然盛んである。また情報検索の高

度化を目指す試みもなされている。以下では各セッ

ションごとにその分野の傾向を紹介する。なおA1

～P1は セッション番号である。

会長挨拶:

大会第1日 の昼食後は、長尾真教授 に代わって、昨

年に引き続 き学会ホス ト役で尽力されている東工大

田中穂積教授の 「会長挨拶」で始まった。まず、会

員数が96年3月 現在で正会員463人 、学生会員約100

人となったことが報告 された。具体的な活動への参

加状況としては、昨年の第1回 大会が予想を上回る

93件 の投稿でご祝儀相場か と思ったら、今年は100

件を突破 し、嬉 しい誤算となっている。参加者の分

布を他学会と比較すると、産業界の活動が弱い割に

は大学が強いのが特色 といえる。自然言語処理とい

う単一分野のメンバーが一堂に会する場として今後

とも順調な発展を期すため、会員へのインセ ンティ

ブがある。例えば機関誌にページ数の制限がなく、

ページ超過で高額な付加料金をとったりしない(会

場笑)。本格的なネットワーク時代を迎えた現在、一

招待言薄演:

本年の招待講演は、 「日韓 ・韓日機械翻訳の現状と

課題」と題する韓国科学技術院K.s.Choi助 教授 に

よる翻訳の評価 ・分析法 に関す る講演であった。

Choi先 生は86年 にソウル大でPhD取 得直後、 NEC

情報研で日韓 ・韓日機械翻訳の研究に従事 してお り、

堪能な日本語で講演 された。講演内容は現行の日韓

・韓日機械翻訳商品を小説、新聞他から広 く採った

約100種 類のコーパスで評価 して技術の現状 を分析

したものである。韓 日は高電社製品のみで他は日韓

である。詳細に先立って、いくつかの評価技法の長

所 ・短所が、評価コス トや対象テキス トの種類、客

観性 ・再現性等の観点で整理 された。評価結果は、

予想通 り法律経済、技術分野が好成績で、小説やエ

ッセイなど、ひらがなが多いテキス トが点数が低か

った。解析の改良のポイントは、形態素解析 と語義

選択。 「れる/ら れる」の曖昧性解消など、韓日間

で対応が大きく異なる助詞 ・助動詞の問題点も強調

された。英日間では複合名詞の並べ方等が訳文の品

質を大きく左右するのとは対照的に、韓日間ではよ

り本質的な分析 を要する問題に正面から取 り組むこ

とが直接的に精度向上につながる。このことが参加

者の共通理解となり、非常に有意義であった。

A1/A 2:機 械 翻 訳1、2

発 表 内 容 は、 翻 訳 手 法 、辞 書 、 評 価 、言 語 分 析 と多

岐 に渡 って い たが 、 ア プ ロ ーチ と して は 、近 年 の 一

つ の 傾 向 で あ る 自動 抽 出が 注 目 され てい た。 ま た 、

翻 訳 ソ フ トの 実 用 化 が 進 んで い る こ との 現 れ か 、 理

論 中 心 の 発 表 よ りは 、語 彙 の収 集 や 、翻 訳 の 質 の 評

価 実 験 、言 語 分 析 な どが 目立 っ てい た こ と も興 味 深
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い。日本語から手話への翻訳システムの研究 もその

ような興味深い発表の一つであ り、今後もこのよう

な実用システムに直結した研究がどんどん進められ

ることを期待する。

A3:形 態素解析

形態素解析は、その研究の歴史が古 く、実用の場で

の改良 も積み重ね られて安定 した技術になっている。

しか し、べた書き日本語テキス トを単語に切るとい

う自然言語処理(機 械翻訳 においても)の 基本処理

であるため、精度100%へ 近づけるための努力がい

まなお続けられている。特に最近増えている試みは

統計/確 率情報を用いた形態素解析であり、今回も

6件 中3件 がそのアプローチであった(他 の3件 は

中国語の入力方式が1件 、最長一致法や連語登録に

よる従来タイプの形態素解析の改良が2件)。 この背

景には、大規模な電子化テキス ト(コ ーパス)が 利

用可能にな り、それらから統計量/確 率値が計算 ・

学習できるようになったことがある。

A4:情 報検 索1

こ のセ ッシ ョ ンは 、大 量 の テ キ ス ト情 報 の 中 か らユ

ー ザ が 必 要 とす る情 報 を
、 簡 単 に、 理 解 しや す い形

で 提 供 す る方 法 に関 す る もの が 集 ま って い た 。7件

の 発 表 の 内 、 関 連 す る単 語 間 、 節 ・章 等 の ブ ロ ッ ク

間 、 文 書 間 に 自動 的 に リ ン ク を張 る こ とで 可 読 性 を

上 げ よ う とす る もの が4件 、 重 要語 や 話題 を抽 出 し、

要約 等 を行 うこ とで 可読 性 を上 げ よ う とす る もの が

3件 で あ っ た。 また 、対 象 とす る テ キ ス トは 、辞 書 、

マ ニ ュ ア ル 、新 聞記 事 、 ネ ッ トニ ュ ー ス 、物 語 の多

岐 に渡 っ て い た。 これ らの 技 術 は 、大 量 の 文 書 の電

子 化 や イ ン ター ネ ッ トの 普 及 等 で 必 ず 必 要 と な る も

の なの で 、 今 後 の 発 展 に期 待 した い 。

A5:情 報検索2

インターネットブームを背景に自然言語処理技術 と

情報検索技術の融合が急速に進み始めた。テンプレ
ー トを用いた要約(情 報抽出)、類似検索、マルチモ
ーダル検索、情報の可視化などに関する発表(5件)

があった。インターネッ ト上の ドキュメン トが機械

翻訳の対象となる機会は急激に増加してきてお り、

上記のような情報検索技術 と組み合わせた機械翻訳

の利用形態はますます重要になっていくにちがいな

い。 例 え ば 、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 の膨 大 なテ キ ス ト情

報 をす べ て翻 訳 して 読 む の で は な く、必 要 な部 分 に

の み 絞 り込 んで(要 約 して)か ら翻 訳 す る とか 、検

索 要 求 を 日本 語 で 入 れ て他 国 語 の テ キ ス トを検 索 す

る な どで あ る。

A6:頑 健な解析

自然言語処理の技術あるいは機械翻訳の技術を広い

場面で使 えるようにするためには、解析の頑健性を

高めていかねばならない。文字認識によるテキス ト

入力を対象としたもの(2件)と 、音声対話を対象

としたもの(2件)が あった。音声認識や文字認識

における誤 り ・ノイズを含んでいても、高い精度で

読み取 り、解析することが目標である。認識結果を

受け取って確率/統 計に基づ く選別を行なう後処理

的なアプローチだけでは限界があり、パタン処理(音

声認識、文字認識)と 言語処理の連携を強めていく

アプローチが今後重要になってい くものと思 う。こ

のような頑健 な解析技術は、機械翻訳ユーザから見

ると、自動通訳の実現、㏄R入 力による翻訳精度

の向上、電子 メールなどインターネット上の多種多

様な ドキュメントの翻訳などへの展開を支えるもの

であ り、本学会においては、もっと力が入れられて

もよい研究分野であると感 じた。

B1:解 析1

本セッシ ョンには、様々な解析手法、およびそのた

めの言語知識の基本アーキテクチャの提案が集めら

れた。全 く斬新な手法というよりは、従来から印欧

語で検証 されていた手法、たとえば暗黙のうちに語

川頁の制約 を利用 していた範疇単一化文法(CUG)

に工夫を凝らして日本語に適用する、といった趣向

の発表が中心であった。解析の無断の除去、語彙素

性の分類とのインタフェースの見通しの良さ、実装

のし易さなどが各々のメリットとして主張 されたが、

各手法を相互に比較 して優劣を決するまでの具体的

評価には至っていない。もちろん、言語学的に妥当

な理論に、新たに並列化など、高速 ・軽量な実現法

を考案 したり、統計手法や知識獲得とのインタフェ

ースを付ける試みなどは今後の展開を考えると大い

に意味のあることである。文法の設計誤 りや解析誤

りの影響が局所化 されたり、一定の領域でカバ レッ

ジの評価に言及 した発表には好感がもてる。
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B2:コ ーパ ス1

大 規模 コ ーパ ス か ら言 語 知 識 を 自動 的 に獲 得 し よ う

とい う研 究 は 、現 在 の 自然 言 語処 理 の研 究 の核 を な

して お り、非 常 に盛 ん に行 わ れ て い る 。 こ の セ ッシ

ョ ンで は 、 コ ーパ スか ら統 語 規則 を 自動 的 に獲 得 し

よ う とす る試 み 、単 語 の 類 似 度 を獲得 し よ う とす る

試 み等 が発 表 され た。 そ の 中 で 、 特 にd‐bigram(単

語 間 の 距 離 情 報 を取 り入 れ たbigram)を 用 い た研

究 が 関 連す る部 門 か ら4件 も発 表 され て 、 目を 引 い

た 。bigramや 相 互 情 報 量 等 を用 い た 統 計 ベ ー ス の

自然 言語 処 理 が 、今 後 ど うい う発 展 を して い くの か

は 、特 に注 目 され る。

B3:コ ーパス2

6件 の発表が、コーパス/対 訳表現の自動抽出(3

件)と 対訳コーパスの自動アラインメント(3件)

の2つ に分かれていた。自然言語処理のあらゆる分

野で必要とされる言語知識をできるだけ少ない人手

と時間で大量に蓄積することが重要になってきてい

ることが伺えた。また、対象としているのも単語単

位よりむしろ複数の単語と単語の組合せや句表現で

あるものが目立った。このような語いを大量に収集

することは自然言語処理技術の向上に直接つながる

研究であ り今後 も期待 したい。

B4:文 生成

英文の精訳 よりもむしろ読解を支援するシステムで

の利用を考えて、英語文の順序に沿った形で句 ・節

単位で日本文にしてい研究が注目された。従来の文

単位での翻訳に因われることなく、句または節 を単

位として英文の順に則 して訳 して行 くのは人間の同

時通訳者が言う 「頭ごなし」の訳 し方である。原文

が英語であることがユーザーに分かっていれば、読

解を結構支援出来るのではないかと思われる。

B5、6、7:コ ーパ ス3、4、5

共 起語 に 関 連す る研 究(3件)、 表 現 パ ター ン、専 門

語 、事 例 の獲 得 に関 す る研 究(5件)、 コー パ ス作 り

(2件)な どが 見 られ た。

 共起 語 デ ー ター を使 って の研 究 で は 、対 象 が 名詞

よ りも、今 ま で あ ま り研 究 され て 来 て い な い動 詞 で

あ る 。 共起 語 と して 「を」 格 を取 る名 詞 や 副詞 に注

目 して 、 そ れ らが動 詞 の 意 味 分 類 に どれ だ け役 立 つ

かの検討がなされた。

 件数からみれば、コーパスから例文や事例までを

含む種々の表現を抽出 して来るものが一番多かった。

数は少ないもののコーパス作 り(2件)の 発表は興

味あるものであった。現在入手出来る分析済み英語

大規模 コーパスでは付与されている情報があまり詳

しくなく、そこから自動的に文法を抽出 しようとす

ると問題 を生 じることが知られている。そこで、今

回発表のあった研究では、更に詳 しい情報を付与 し

ようという試みであった。品詞の数を増や し、品詞

に付ける意味 カテゴリーの数 も増や してある。詳 し

い情報を付けるとなると、その一貫性を保つことが

課題 となるし、時間もかかるが、完成 した際には是

非 とも廉価で研究者に公開 して もらいたいと要望が

出ていた。

Cl:言 語分析1

自然言語処理でも特に機械翻訳における意味解釈の

問題 を解決するために言語現象を整理 してモデル化

しようという試みの発表が目立った。対象はさまざ

まであるが、比喩や同語反復表現など個別の言語現

象を扱った発表、文と文をまたいで文脈を解釈 しよ

うという内容の発表などである。文の文字通 りの解

釈を越えて発話の場面や状況から意味を解釈するた

めの研究は今後ますます重要になると思われる。

C2:談 話解析

個々の発話の間の繋が りを機械に自動認識させよう

とする談話理解の分野は、理論言語学の方で後回 し

にされていることもあって、言語処理の古 くて長い

研究分野となっている。たとえ狭い範囲の現象であ

っても理論的に掘 り下げようというのが従来の特徴

であったが、今回の新傾向として、統計や実データ

の重視がここにも及んできた。その背景には、EDR

の共起辞書、概念辞書が広 く利用可能となり、比較

的 「柔らかい」知識を用いた実験が新たに可能とな

ったことが挙げられる。今回のテーマは、概念的な

手がか りによる名詞間の間接照応、文章フォーマッ

トの特徴 を用いた省略代名詞の照応、省略主語の同

定、共起関係 を利用 した話題境界推定、重回帰分析

とクラスタ分析、あるいは決定木獲得アルゴリズム

によるテキス トのセグメンテーション、である。セ

グメンテーションとは、文章が単なる文の集まりで
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なく、結束性のある 「切ったら血の出る」有機体で

ある点に着目して、 「意味段落への分割」に類する

処理を、1)表 層的特徴、2)語 彙的結束性に基づ

いて行おうとするものである。同様の技術が、自動

要約や、読みやすさの評価支援にも結び付 くため、

今後の発展が期待される。

る。従来の研究によって形態的、統語的処理は分析

が進み処理法もほぼ確立したが、機能語の役割や意

味の問題は依然解明されていない。本セッションの

発表は、こうした問題が今後の解析精度の向上に必

須の分野であること、また同時にその解明は容易で

はないことを示 している。

C3:対 話理解

従来はもっぱら一つ一つの文が独立した処理単位 と

して扱われてきた。それは基本要素である単語 とそ

の間の関係の認定の研究に中心があったためである。

しかし最近、文解析技術の基盤が整備 され、一文ご

との処理を越えて対話の構造を認定 しようという研

究が活発化 している。このセッションでは対話処理

のモデルに関する発表が4件 、話 し言葉の解析に関

する発表が2件 行なわれた。対話の処理には解析の

各モジュールが並行処理を行う必要のあること、ま

た話 し言葉における言い直 しの認定には、言い直 し

た句で元の発話を置き換えた時の言語制約違反コス

トの減少を想定するとよいことなどが指摘 された。

C4:解 析2

文解析の精度を高めるためのさまざまな方法が提案

された。従来型の文法に代わって文節間の共起を係

り受け解析に用いる方法、複文の主語推定に述語の

意味的性質 「外部観察性」 を利用する方法、統計的

学習に意味制約を取り入れる方法などが提案された。

また従来から提案 されている方式の詳細 な検討もな

された。名詞の多義性解消への場面知識の利用の検

討、解析木に確率 を付与する解析法によって解析結

果がどの程度絞り込めるかの検討、バイグラム確率

でnグ ラム確率を補完する方法の検討、格 フレーム

選択のための代表的手法の比較、などである。従来

の解析法に用例、意味、確率などの知見 を統合させ

る試みが着実に進みつつあることが示された。

C5:言 語分析2

このセッションの4つ の発表の分析対象は、話 し言

葉におけるゼロ格助詞の役割、 「よ」「ね」「な」「ぞ」

「ぜ」といった終助詞の機能、助詞 「で」の意味分

類、 日本語の助数詞の意味的分類、 と多岐にわたっ

ている。 しか しこれらは共通 して、いわゆる機能語

に関係 し、また意味の問題に深 くかかわる現象であ

P1:ポ ス タ ー発 表

ポ ス ター発 表 は 、 他 の 講 演 会 場 よ り1階 上 の3階 に

2部 屋 、 ワー クス テ ー シ ョン等 の機 材 有 り と無 しに

分 か れ て行 わ れ た 。 機材 を使 用 す る側 で は 、対 話 シ

ス テ ム の デ モ ンス トレー シ ョ ンや 、World Wide Web

上 の情 報 整 理 シ ス テ ム が展 示 され た。 会 場 外 の リソ

ー ス に実 際 に ア クセ ス しな が らの展 示 は
、95年 度 を

特 徴 づ け る発 表 と して好 評 を博 した。 ポ ス ター を使

っ ての 発 表 は 、 人 間 の意 味 の理 解 や そ の 速 度 、 あ る

い は、 複 合 語 の構 文 特 徴 、意 味 的 特 徴 、 イ ン トネー

シ ョン との 間 の相 関 関係 を分 析 した もの な ど、 実 在

の 知 識 を深 く分 析 した ものが 目立 つ 。 一 般 講 演 の ス

ラ イ ド ・シ ョー で 、 さっ さと通 過 され るの で な く、

豊 富 な実 例 を掲 載 した ポ ス ター を好 き なだ け 好 きな

順 に じっ く り見 る こ とが 出来 るの が 好評 で あ っ た 。

パネル討論:

パネル討論は、 「自然言語処理の今後」 というテー

マで、古瀬幸広氏、辻井潤一氏、郡司隆男氏、黒崎

政男氏をパネリス トとして、田中穂積氏の司会で行

われた。最終日の最後の時間帯に行われたにも関わ

らず、席に座 りきれない人がでる程の盛況であった。

討論は、過去(80年 代)の 研究と、現在の研究を比

較することで、今後を占うという形で行われた。こ

の10年余 りの変化として、 (1)理 論重視の研究か

ら役に立つシステムの開発へ移行 した、 (2)言 語

学の理論が混乱した、 (3)コ ーパスベースのアプ

ローチが盛んになった、 (4)情 報検索等の新 しい

適用分野が台頭 した、 (5)研 究の観点から見ると

むしろ退行 した、等の意見がみられた。最近、自然

言語処理の研究に従来の活気がなくなったという話

を良 く聞 くが、今回の大会の発表件数を見ても、研

究者の数が減少 しているとは思えない。今後、若い

研究者の活気のある研究活動を期待 したい。
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新禦品紹奮

Mebiusノ ー トPC-A 400シ リ ー ズ 搭 載 「英 日翻 訳 支 援 ソ フ ト」

シヤープ(株)

 シ ャ ー プ で は 、 ノ ー トパ ソ コ ンMebiusの 新 製 品

PC-A400シ リー ズ に、 イ ン タ ー ネ ッ トWWW情 報

や 英 文 フ ァ イル 等 の 英文 翻 訳 をサ ポ ー トす る ソ フ ト

と して 「英 日翻訳 支 援 ソ フ ト」 を搭 載 致 し ま した。

 PC-A400シ リー ズ は 、 イ ン ター ネ ッ トを 一般 加 入

電 話 回線 で 利 用 す る た め の28.8kbpsモ デ ム や 、 イ

ン ター ネ ッ トへ の 加 入 手 続 き ソ フ ト、WWWブ ラ

ウザ ソ フ トNetscape Navigatorを 搭 載 す る な ど、 オ

ー ル ・イ ン ・ワ ン タ イプ の イ ン ター ネ ッ ト対 応 パ ソ

コ ンで す 。

 イ ン ター ネ ッ トか ら リア ル タイ ム に届 く情 報 や 、

入 手 した文 書 フ ァ イル の 多 くが英 文 で あ り、 こ れ ら

の情 報 を活 用 しや す くす る た め 、 初心 者 で も簡単 に

使 用 で きる 「英 日翻訳 支 援 ソ フ ト」 も合 わ せ て搭 載

致 しま した。

 この 「英 日翻 訳 支 援 ソ フ ト」は、 次 に説 明 す る 「E!J

for WWW」 と 「E!J for Text」 の2つ の 翻訳 支援 ソ フ

トで構 成 され て い ます 。

 「EIJ for WWW」 は、 WWWブ ラ ウザ ソ フ トの1

つ であ るNetscape Navigatorl,121[ja]を 使 っ て イ ン

ター ネ ッ トの 英 文WWWペ ー ジ を翻 訳 す るWWW

専 用 の 翻 訳 ソ フ トで す 。WWWペ ー ジ に はHTML

の制 御 文 や リ ン ク情 報 のURLが 含 まれ て い ます が 、

通 常 の 翻 訳 ソ フ トでWWWペ ー ジ を 翻 訳 す る と、

制 御 文 や リ ン ク情 報 まで翻 訳 して し まい 、 正 しい翻

訳 結 果 が 得 られ ませ ん 。 「EIJ fbr WWW」 は 、 こ れ

らの制 御 文 や リ ン ク情 報 を認 識 して翻 訳 し ます の で 、

WWWペ ー ジ で も原 文 に対 応 した 翻 訳 結 果 が 得 ら

れ ます 。

 また 、 翻 訳 結 果 の和 文 ペ ー ジを原 文(英 文)ペ ー

ジ と同 じレ イア ウ トで表 示 で き、 また こ れ ら2つ の

ペ ー ジ を並 べ て 表 示 で き ます の で 、見 慣 れ たペ ー ジ

も違 和 感 な く見 る こ とが で き ます 。 和 文 ペ ー ジ か ら

もリ ン ク をた どる こ とが で き ます ので 、 わ ざわ ざ原

文 ペ ー ジに戻 る必 要 が あ り ませ ん。 また一 度 翻 訳 が

完 了 した ペ ー ジは 、 「E!Jfor WWW」 の キ ャ ッシ ュ

フ ァ イル に書 き込 まれ ます の で 、再 度 同 じペ ー ジ を
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図1 原文画面例

       図2:訳 文 画 面 例

表 示 させ た場 合 、 キ ャ ッシ ュ フ ァイ ル の翻 訳 結 果 を

使 い ます の で 、す ば や い 表 示 が行 え ます。

 「E!Jfor Text」 は 、英 文 テ キ ス トを 簡単 な操 作 で
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翻 訳 す る こ とが で きる ソ フ トで 、Windows95の ドラ

ッグ ・ア ン ド ・ ドロ ッ プ機 能 を使 い直 観 的 な操 作 で

起 動/翻 訳 を行 う こ とが で き ます 。 ドラ ッグ ・ア ン

ド ・ ドロ ッ プ に対 応 す る ワ ー ドパ ッ ドやMicrosoft

Word等 の 文 書 作 成 ソ フ トで 範 囲 選 択 され た英 文 テ

キ ス ト、 また テ キ ス トフ ァイ ル と して 登 録 され てい

る 英 文 で あ れ ば 、選 択 文 字 列 を 「EIJ for Text」 の ア

イ コ ンに ドラ ッグ ・ア ン ド ・ドロ ップ す る だ け の操

作 で翻 訳 が 行 え ます 。 ま た範 囲選 択 す る側 の ソ フ ト

ウ ェ ア が ドラ ッグ ・ア ン ド ・ ドロ ップ に対 応 して い

な い場 合 で も、テ キ ス トフ ァイ ル ア イ コ ン を「E!Jfor

Text」 の ア イ コ ンに ドラ ッ グ ・ア ン ド ・ドロ ップ し

た り、 また 翻 訳 させ た い 英 文 を ク リ ップ ボ ー ドに取

り込 み 「E!Jfor Text」 を起 動 させ るだ けで 英 文 翻 訳

が で き ます 。

Flt.,
L耐 「 幽

。.1■ 國 ・ 1讃[.欝,醸

親愛な るBen.

Enclosed is a check for 12,983.71 in paywent of your invoace
No.3582 dated October 1.

同封 され てい るのは、10月1日 付 のあなたの送 り状No.3582の支払
勺に おける$2,963.71の チ ェ ックである。

We aze very satisfied with the quality of the radar unit
housings.
我 々は.レ_qユ ニ ットハウジングの品質に非常に満 足している。

In addition, 騨♂d like to th皿止 you for your   p r t
meetin¢ our deadline in suite of several last-minute desi¢n
changes.
更に、い くらかσ)土壇 場の設計変更に もかかわ らず我 々の締 切郷 艮
を満たす ことにおけるご協力に感謝甲 し上げたい。

図3 文翻訳画面例
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図4:単 語翻訳画面例

 また 「E!Jfor Text」 の 英 文 翻 訳 結 果 は 、1文 単 位

で英 文 と和 文 を比 較 表 示 す る 「文 翻 訳」、フ レー ズ に

分 け て翻 訳 表 示 す る 「フ レー ズ 翻訳 」 に 加 え 、単 語

に単 語 訳 を対 比 させ て表 示 す る 「単 語 翻 訳」 が行 え

ます 。

 翻 訳 用 辞 書 には 、 「基本 語 辞 書」、「ユ ー ザ辞 書 」「専

門 用 語 辞 書 」 が あ ります 。

 「基 本 語 辞 書」 には 基 本 的 な 単 語 と して 約10万9

千語 が 登 録 され て い ます 。 また 優 先 す る 訳 語 の 分 野

を 「化学 工 学 」「機 械 工 学 」「経 済」「時 事 」「情 報 処 理 」

「電 子 工 学 」「医 学 」「日常 話 題 」 の 中 か ら3つ 選 ぶ こ

とが で き ます 。

 「ユ ーザ 辞 書 」 は 、ユ ーザ ーが 自 由 に作 成 で き る

辞 書 で 、 同 時 に2つ まで 使 用 で き ます 。1つ の ユ ー

ザ 辞 書 に は、 最 大4万 語 の 名 詞 が 登 録 で き ます 。

 「専 門用 語 辞書 」と して は 、 イ ン ター ネ ッ トWWW

ペ ー ジの 英 文 を翻 訳 す る と きに必 要 な単 語 が 登 録 さ

れ て お り、 イ ン ター ネ ッ トか らの 英 文情 報 の 翻 訳 結

果 が よ り適 切 な 日本 語 にな る よ うに して い ます 。

 以 上 説 明 した 「英 日翻 訳 支 援 ソ フ ト」 はPC-A400

シ リー ズ に 搭載 され て お り、 ハ イパ フ ォー マ ンス な

環 境 で ご使 用 い た だ け ます。

<PC-A400シ リー ズ>

CpU    Pentiumプ ロ セ ッサ120/133MHz

標 準 メ モ リ 16MB

表 示    11.3型/12.1型svGA TFr液 晶 デ ィ

      ス プ レイ

     800x600ド ッ ト、6万5千 色 表 示

HDD

FDD

CD-ROM

モ デム

OS

1GB

3.5型1.44MB

4倍 速 標 準 搭 載

28.8kbpsボ イ スFAXモ デ ム搭 載

Windows95

WWWブ ラ ウ ザ

      Netscape Navigatorl.121[ja]

      Microsoft Internet Explorer2.0

注)「E〃for WWW」 は 、 Netscape Navigatorl.121[ja]

  に 対 応 し て い ま す

標 準 価 格  55万 円 ～70万 円

くPC-A400シ リ ー ズ に 関 す る お 問 い 合 わ せ 先 〉

シ ャ ー プ 株 式 会 社 コ ン シ ュ ー マ ー セ ン タ ー

西 日本 相 談 室 TEL(06)621-4649

東 日本 相 談 室 TEL(043)297-4649
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新製品紹発

翻 訳 サ ー フ ィ ンV1.0

富士通株式会社

1 概要 ・利 用 者 辞書 はATLASと 相 互 に利 用 で きます
。

  翻 訳 サ ー フ ィ ンは、Microsoft Windows95上 で動

作 す る 、WWWブ ラ ウザNetscape Navigatorと 連携

して英 日翻 訳 を行 な う プ ロ グ ラム で す 。

 HTML文 書 の タ グ を 翻 訳 結 果 に も反 映 し、 英 文

と同 じ レイ ア ウ トで 日本 語 を読 む こ とが で き ます 。

2 特徴

2.1 高 品 質 な翻 訳

 ・高 い翻 訳 品 質 を特 徴 とす るATLAS英 日翻 訳 エ

  ンジ ンを32ビ ッ ト化 して採 用 して い ます 。

 ・イ ンタ ー ネ ッ トで 良 く使 わ れ る単 語 を 日本 語/

 英 語 ペ アで 約1000単 語 新 た に追 加 した 、13万6

 千 語 の 豊 富 な基 本 辞書 を標 準 装 備 して い ます 。

2.2 4つ の翻訳方法

 知 りたい情報を効率良く翻訳するために、4つ の

翻訳方法を持っています。

1.連 携 翻 訳

Netscape IYavigatorで 参 照 中 の ホ ー ム ペ ー ジ を

 そ の ま ま の 形 で 翻 訳 し ま す 。HTMLタ グ を保

存 して翻 訳 します の で 、 英文 ホ ー ムペ ー ジ と同

 じ レイ ア ウ トで 日本 語 を読 む こ とが で き ます 。

 ま た、 同 一 画 面 上 に英 文(原 文)と 和 文(訳 文)

 を交 互 に表 示 す る こ と もで き ます 。

2.一 括 翻 訳

Netscape Navigatorの 表 示 中 の英 文 を キ ャ ッシ

 ュ に蓄 えて お き、 後 で一 括 して翻 訳 し ます 。 イ
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〈 タ イ トル 翻 訳 〉

 表示 されている英文ホームページの
 タイ トル部分の翻訳。
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〈部 分 翻訳 〉

 読みたい部分だけを範囲選択 してスピーディに翻訳。

〈連 携翻 訳 〉
 表示 されている英文ホームページの
 1ペ ージを同 じレイアウ トで翻訳。
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  課金がかかることが無視できない!そ こで、指定
  したホームペー ジをオ フライン後に自動翻訳。
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 ンターネット接続時は翻訳 したいページを指定

 するだけで、インターネットアクセスを終了後、

 まとめて翻訳すれば、ネットワークの接続時間

 が軽減でき経済的で しか も効率的です。

3.部 分翻訳

 分量の多いページに対 しては、必要な部分だけ

範囲を指定 して翻訳することができます。これ

 により読みたい部分だけを短時間に翻訳するこ

 とができます。

4.タ イ トル翻訳

参照 しているページのタイ トル部分だけを翻訳

 しますから、見たいページかどうかを日本語で

す ぐに判断で きます。

2.3 辞書引き機能

 英語を読みながら、単語の意味を簡単に調べるこ

とができます。また、複数単語を一括 して辞書引き

し、対応する訳語を見やす く表示することも可能で

す(単 語翻訳機能)。

24種 類 の 辞 書 を必 要 に応 じて利 用 す る こ とが で

 き ます 。

2.訳 文 ス タ イル の 変 更

訳 文 ス タ イル(リ ン ク情 報 翻 訳 、 大 文 字 で 始 ま

る 単 語 の 翻 訳 、 文体)を 変 更 す る こ とが で き ま

す 。

動作環境

対応OS/機 種

必要メモリ

必要ディスク

対応ブラウザ

価格

Windows95が 動 作 す る

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

16MB以 上

31MB以 上

Ne[scape Navigator V1.1以 上/

2.0(別 途 必 要)

12,800円(税 別)

お問い合わせ先

2,4翻 訳 チ ュ ー ニ ン グ

 訳 語 や訳 文 の ス タイ ル を チ ュ ー ニ ン グす る こ とが

で き ます 。

1.辞 書 の作 成 ・選 択

ユ ーザ 独 自 の利 用 者 辞 書 を作 成 す る こ とが で き

ます 。 ま た、 この 利 用 者 辞 書 や オ プ シ ョ ン と し

て提 供 され る 「ATLAS専 門用 語 辞 書V3.0」 の

富 士 通 株 式 会 社

ク ラ イ ア ン トサ ー バ 推 進 本 部

ソ フ トウ ェ ア販 売 推 進 部

〒222神 奈 川 県横 浜 市 港 北 区 新横 浜2-15-16

              (日興 不 動 産 ビル)

   Te1二 〇45-475-1956

受 け付 け時 間:9:00～12:00 13:00～17:00

       月曜 日～ 金 曜 日(祝 日除 く)

溜絵 濟動潮賠

理  事  会

監 査 委 員 会

運 営 委 員 会

編 集 委 員 会

技術動向調査委員会

市場動向調査委員会

例文評価研究会

3月28日

5月24日

4月22日

3月18日

5月16日

3月29日

3月5日

5月21日

3月8日

5月15日

3月26日

5月8日

96年 度 事 業 計 画 案 、96年 度 予 算 案 の 審 議 。 委 員 会 委 員長 の承 認 。

95年 度 事 業 報 告 案 、95年 度 決 算 案 お よ び役 員 改 選 案 の審 議 。

95年 度 の 監 査 。

96年 度 事 業 計 画 案 と96年 度 予 算 案 の 審 議 。

95年 度 事 業 報 告 案 、95年 度 決 算 報 告 案 お よ び 役 員 改 選 案 の 審 議 。 総 会 お よび

成 果 報 告 会 に つ い て の討 議 。

AAMT J. No.15の 編 集 。 ホ ー ムペ ー ジ の 開設 等 につ い て討 議 。

創 造 的 ソフ トウ ェア 、96年 度 活動 計 画 等 に つ い て の 討議 。

ユ ーザ 辞 書 フ ォー マ ッ トの討 議 。 セ ミナ ー展 示 会等 につ い て の討 議 。

ヒ ア リ ング(沖 ソフ トウ ェ ア)。95年 度 の活 動 の ま とめ に つ い て。

95年 度 活 動 報 告 の ま とめ。96年 度 の活 動 計 画 。

記 号 、 固 有 名 詞 等 の処 理 につ い て の討 議 。

95年 度 活 動 報 告 の ま とめ 。 今 後 の 活 動 計 画 。
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新製品紹介

英 和 ・和英 辞書 ソフ トウエ ア「電 辞海V2.0」(forWindows)

富士通株式会社

1 概 要

  「電 辞 海for Windows V2.OL11」 は 、英 和 ・和 英

合計 で 約32万 語 の 基 本 辞書 か ら単 語 の 情 報 を取 り出

す ソ フ トウ ェ ア で す 。 更 に 、6分 野 合 計300万 語 の

専 門用 語 辞 書 を オ プ シ ョ ン と して用 意 して あ り ます 。

2 特長

2.1 豊富で柔軟な検索方法

  「電辞海」の最 も大きな特長として、豊富で柔軟

な検索が用意されていることが挙げられます。

 特に、英語、日本語を意識せずに検索できること

は大きな特長であり、文字列を入力するだけで 「電

辞海」が自動的に判断 して検索を行います。

 検索手段 として、以下の9種 類 を用意しています。

 ・完全一致検索

  検索 したい単語と完全に一致 した単語 を検索 し

  ます。

 ・前方一致検索

前半部が一致 した単語を検索 します。
・次頁/前 頁検索

検索 した単語の次または前の10単 語を検索 しま

す。

・表記検索

 日本語の検索では,読 みだけではなく表記から

も検索で きます。

・選択語の検索

検索 した内容から調べたい単語を検索すること

がで きます。

・原形検索

複数形や過去形のまま入力 して も、英単語を自

動的に原形にして検索 します。
・クリップボー ドからの検索

 クリップボー ドにコピーされているテキス トを

検索することがで きます。
・あいまい検索

記憶のあいまいなつづ りを入力 して検索するこ

一 〇x

蕊本㊤) 頓瓢 〕 醇書(p7 オプシ・メΩ) ヘルプ〔ゆ

型1囲1割 醒,隔1国1/1。 【 匿 ま一 一一
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library edition
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形動unerrins(馴), inerrinsly(A[W)

 〈佛 的確な判断 を下す
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analysis   基本辞書
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 とが 可 能 で す 。 入力 か ら正 しい つづ り を推 測 す

る ルー ル は カス タマ イズ 可 能 です 。

・英 文 検 索

英 文 を単 語 に 自動 分 割 して検 索 す る こ とが で き

ます 。

2.2 強 力 な 連携 機 能

 ク リ ップ ボ ー ドまた はDDEに よ り,他 の ワ ー プ

ロ(MS-WORD,一 太 郎, OASYSな ど)の 中 か ら

単 語 を簡単 に検 索 す る こ とが で き ます 。

 ク リ ップ ボ ー ド連 携 で は、 ク リ ップボ ー ド常 時 監

視 機 能 を設 定 す る こ とが で き ます 。 この 機 能 を設 定

す る と、他 ア プ リか らテ キ ス トを ク リ ップ ボー ドに

複 写す る だ けで 、 「電 辞 海 」 が 自動 的 に辞 書 を検 索

して 内容 を表 示 します の で 、 少 な い タ ッチ 数 で 検 索

す る こ とが で き ます 。

3 製品構成

製品名

電 辞 海for Windows

v2.o

情 報 ・コンピュータ用 語辞 書
vz.o

科学 技 術川 語 辞L響}
vz.o

機械工学・運輸輸送用語辞書
v2.0

医 学 ・薬 学 川 語 辞 、妻}

vz. o

ビ ジ ネス ・経 済川 語 辞 井
vz.o

EDR辞ll}:

(日本電子化辞書研究所版)
v2.o

語数

万語

32

25

74

29

59

40

73

デ ィス ク
 ?'茜卜

 m

20
(1.5)

14
(2.0)

35
(0.2)

14

(0.2)

30
(0.2)

17
(0.2)

114
(0.2)

価格

円

24,0∞

 各

50,000

2.3 バラエティに富んだ履歴機能

 「電辞海」には、様 々な特長を持った履歴機能が

あります。

 ・入力履歴

  以前に入力 した検索文字列を ドロップダウンメ

  ニューから選んで検索することができます。

 ・表示履歴

  以前に検索 した検索結果が自動的に保存されて

  いて、簡単な操作で再表示させることができます。

 ・しお り機能

  覚えておきたい検索結果にしおりを付けること

  により、後で検索結果を参照することができます。

 ・電辞海メモ帳

  検索結果をメモを取るイメージで電辞海メモ帳

  に複写することができます。参照はスクロール

  により簡単にできます。

 「電 辞 海 」 の 製 品 構 成 は 以 下 の通 りです 。

・注1)デ ィス ク容 量 の()内 は 辞書 をCD-ROM

上 に 置 い た と きの 必 要 ハ ー ドデ ィス ク容 量 で す 。

・注2)全 て の 製 品 はCD -ROMで 提 供 し、添 付 さ

れ る イ ンス トー ル フ ロ ッ ピ ィデ ィス ク(3.5",720

KB)を 使 用 して イ ンス トー ルす る必 要が あ ります 。

4 動作環境

対応機種

対応OS

必 要 メモ リ

必 要 デ ィス ク

Microsoft Windows3.1以 上 が 動

作 す る 機 種 。

CPUはi386TM以 上 を推 奨

Microsoft Windows 3.1ま た は

Microsoft Windows 95

注)Microsoft Windows 95で は32

ビ ッ トア プ リ ケ ー シ ョ ン と して

動 作 し ます 。

基 本 で4MB以 上(OS除 く)

ハ ー ドデ ィ ス ク 辞 書 利 用 時:

20MB以 上(OS除 く)

CD-ROM辞 書 利 用 時:

1.5MB以 上(OS除 く)

2.4 個人辞書のサポー ト

 個人辞書を作成 したり、個人辞書に対する登録、

削除を行うことができます。大量の単語を登録する

場合は、一括登録機能が利用できます。

2.5 複数辞書検索

 「電辞海」に添付の基本辞書だけでなく,専 門用

語辞書や個人辞書などを接続することにより、複数

の辞書を同時に検索することができます。

お 問 い 合 わ せ 先

富 士 通 株 式 会 社

ク ラ イ ア ン トサ ーバ 推 進 本 部

ソ フ トウ ェ ア販 売 推 進 部

〒222神 奈 川 県 横 浜 市 港 北 区 新横 浜2-15-16

              (日興 不 動 産 ビ ル)

Tel二 〇45-475-1956

受 付 時 間:9:00～12:00 13:00～17:00

     月 曜 日～ 金 曜 日(祝 日除 く)
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新製晶紹嶽

「LogoVista E to J Pro V.3.0」 「LogoVista E to J Internet」

カテナ株式会社 ロゴヴィスタ株式会社

ロ ゴ ヴ ィ ス タ で は 、 こ の 度 翻 訳 支 援 ソ フ ト

「LogoVistaE to J」製 品 を シ リー ズ 化 し、 「LogoVista

Eto l ProV.3.0」 、「LogoVista E to J Persona1 V.3.0」

と イ ン ター ネ ッ ト専 用 の 新 製 品 「LogoVis[a E to J

Internet」 を新 発 売 い た し ま した 。

LogoVista E to Jシリー ズはMacintosh版 およびWindows

版 が あ り、Windows95、 Windows NT、 Windows3.1

の各 環 境 で お 使 いい た だ け ます 。

《LogoVista E to Jシ リー ズ をお 使 い に なる と》

・短時 間 に英 語 か ら 日本 語 へ の 高 精 度 な翻 訳 結 果 と

訳 語 の統 一 が 図 れ ます 。

・製 品取 扱 い説 明書 、技 術 文 書 、 ビ ジ ネ ス ・レター

等 、広 範 な種 類 の英 文 文 書 の翻 訳 が で きます 。

・翻訳 作 業 の 時 間 と経 費 を大 幅 に節 約 す る こ とが 可

能 で す 。

       *  *  *  *  *

「LogoVista E[o J Pro」 は 、 ロゴ ヴ ィス タ株 式 会 社

と米 国 ラ ンゲ ー ジ ・エ ン ジニ ア リ ン グ ・コー ポ レー

シ ョ ンの 共 同 開 発 に よ り、 最 先 端 を行 く言語 理 論 に

基 づ い て開 発 され た英 日翻訳 ソ フ トで す 。

本 シ ス テ ム は以 下 の 特 長 をそ な えて お ります 。

・統 計 言 語 理 論 に基 づ い て 英 文 を解析 し、 単語 間 の

構 文 関係 を推 定 す るパ ーサ ー

・意味 関係 を推 敲 した上 で 最 適 な翻 訳 結 果 を選 び 出

す 意味 処 理 機 構

・こなれた日本語訳を作 り出す 日本語生成機能

・総語数63万 語以上の辞書(一 般辞書プラス専門辞

書)

詳細な文法および意味情報が記述されている一般辞

書には、英語の基本語彙 を網羅する約12万8000語 が

登録されています。22分野の専門辞書(オ プション)

には、ビジネス分野および科学技術分野で必要な専

門用語 として総数約50万 語以上が収録されています。

またユーザ独 自のユーザ辞書はい くつで も作成 し、

翻訳で使用することができます。

「LogoVis[a E to J Pro」 は英 文 の前 処 理 を行 わず に

そ の ま ま翻 訳 した り、 ユ ーザ の選 択 や解 釈 を取 り入

れ て、 い わ ばユ ーザ と対 話 しなが ら翻 訳 結 果 を作 り

出す こ と も可 能 で す 。 「LogoVista E to J pro」 は 、

ユ ーザ との対 話 に よ っ て得 られ た 別訳 語 の 選択 情 報

を そ の つ ど学 習 し、将 来 の翻 訳 の 際 に 反 映 させ る こ

とが で き ます 。 ユ ー ザ が 「LogoVista E to J Pro」 を

使 え ば使 うほ ど、ユ ー ザ の 望 む 翻 訳 結 果 が 得 られ る

よ うに な っ て い き ます 。

《価 格 》

   97,000円
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《動 作 環 境 》

〈Macintosh and Power Macintosh版 〉

本 体:Macintosh Classic II以F葦 の 各 機 種 、 Powerbook

140以 上 ま た はPower Macintosh

OS:漢 字Talk7.1以 上

ハ ー ドデ ィ ス ク 空 き容 量:25MB以 上(仮 想 メ モ リ

含 ま ず)

使 用 メ モ リ:推 奨10MB以 上

〈Windows版 〉

本 体:Windows3.1, Windows95, WindowsNT3.5日

本 語 版 が 起 動 す るDOSIV互 換 機 、 NEC PC98シ リ ー

ズ 互 換 機

OS:Windows3.1, Windows95, WindowsNT3.5

ハ ー ドデ ィ ス ク 空 き 容 量:27MB以 上(仮 想 メ モ リ

含 まず)

使 用 メ モ リ:13.5MB以 上

《LogoVista E to J Pro Ver.3.0の 主 な 特 長 》

 下 記 に 示 す よ う な 多 彩 な 機 能 と優 れ た ユ ー ザ イ ン

タ ー フ ェ イ ス を サ ポ ー ト し て い ます 。

・ 「環 境 設 定 」 機 能

 翻 訳 オ プ シ ョ ン(文 書 タ イ プ 、 文 体 な ど)、 辞 書(ユ

ー ザ 辞 書
、 専 門 辞 書 な ど)、 レ イ ア ウ ト等 の 環 境 設 定

を 保 存

・「翻訳速度設定」機能

 翻訳速度 と精度の最適バランスを設定

・「未知語検索」機能

 スペルミスなどの未知語を検索

・「別解釈」機能

 構文、意味解析を中心 とした別解釈が可能
・「別訳語」機能

 英語 と訳語の組み合わせでの別訳語置換が可能
「`フ

7イ ル 臨 響 欝魯 昌 噌賦 オプソ.ン ワぐンrウ          ㈹1α4M門 ■ '
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・ 「学 習 」 機 能

 別 訳 語 選 択 を学 習 し、学 習 の 有無 、 強 さの 設定 も

可 能

・ 「品 詞 設 定 」 機 能

 品 詞 や 品 詞 句 を設 定

・簡 単 な ユ ー ザ 辞 書 登 録 機 能

 英 文 テ キ ス トボ ック スか らッ ー ル ボ タ ンで 辞 書 編

集 画 面 を表 示

・簡単 な 辞 書 引 き機 能

 英 文 テ キ ス トボ ック スか ら ツ ール ボ タ ンで 辞 書 の

内容 を 表示

・ 「印 刷 」 機 能

 翻 訳 され た和 文 の み 出 力 、 対訳(英 文 ・和 文 を左

右 ま た は上 下 に 出 力 可 能)お よび 未 知語 リス ト出力

・ 「ク リ ップ ボ ー ド翻 訳 」機 能

 ワ ー プ ロ な ど他 の ア プ リケ ー シ ョ ン上 か ら、 テ キ

ス トを ドラ ッグ し編 集 コマ ン ドの[コ ピー]ま た は

[カ ッ ト]に よ り、LogoVista E to J Proで 翻 訳 を実

行 しク リ ップ ボ ー ドウ ィ ン ドウに対 訳 で表 示

・ 「SGMLIHTMLテ キ ス ト翻 訳 」機 能

 SGML文 書 や イ ン タ ー ネ ッ トの ホ ー ム ペ ー ジ の

テ キ ス ト形 式 で あ るHTML文 書 を翻 訳

翻訳精度を高める辞書機能として、次のような辞書

が用意されています。

・一般辞書:基 本的な用語 を中心に英和約12万8000

語を収録

・専門辞書:オ プションとして22分野の専門辞書が

使用可能(総 語数約50万 語以上)

・ユーザ辞書:名 詞、動詞(自 動詞/他 動詞)、形容

詞、副詞、前置詞、前置詞句、接続詞が登録可能。
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・ユ ー ザ 辞 書 の 編 集:必 要 に応 じて 簡 単 に 登 録 、編

集 が 可 能 。 また テキ ス トフ ァ イル か ら一括 登録 が可

能

・辞 書 の 優 先 度:複 数 の ユ ー ザ 辞 書 が 同 時 に使 用 可

能 で あ り、 一 般 辞 書 、 複 数 の専 門 辞書 と と もに優 先

順 位 の 設 定 が 可 能

・事 例 フ ァ イル:頻 繁 に使 う定 型 の 英 文 とそ の訳 文

を事 例 フ ァ イル に登 録 、 以後 、翻 訳 時 にそ の訳 文 を

使 用

《専 門 辞 書 》

 CD-ROM版 に て 下 記 の22分 野 を収 録 した専 門辞

書 を オ プ シ ョンで 販 売

 価 格 29,800円

 専 門 分 野

ビ ジ ネ スー 般 、 法 律 、 科 学技 術 一般 、航 空 宇 宙 、農

業 、応 用 化 学 、 応 用 物 理 、建 築 、 生物 、 化学 、土 木 、

コ ン ピ ュー タ、 地 球 科学 、 電気 電 子 通 信 、材 料 資 源 、

機 械 、 医 学 、 船 舶 海 洋 、物 理 、都 市 工 学 、動 物

       *  *  *  *  *

新 製 品 「LogoVis[a E to J Internet」 を ご使 用 い た だ

くと、 イ ン ター ネ ッ トサ ー フ ィ ンを お 楽 しみ い た だ

きなが ら、 英 語 の ホ ー ム ペ ー ジ を 日本 語 に翻 訳 して

お 読 み い た だ くこ とが で き ます。 「LogoVista E to J

Internet」 は 最 も ポ ピ ュ ラ ー なWWWブ ラ ウ ザ

Netscape Navigatorと 組 み 合 わせ て使 用 し、 ホ ー ム

ペ ー ジ全体 の翻 訳 、 選択 した英 文 テ キ ス トの部 分 翻

訳 、 また は ヘ ッ ダー や リ ンク タグ だ け の翻 訳 を行 う

こ とが で き ます 。

また 、 簡単 な操 作 で 辞書 引 きを行 うこ と もで き ます 。

さ ら に 、Netscape[メ ー ル」 ウ ィ ン ドウやNetscape

[ニ ュ ー ス」 ウ ィ ン ドウ の テ キ ス トを ドラ ッグ して

            ＼    IlI「 一「[
一

㌧

曜
一

團[・ ・ql… q
↓    冑 ド

部 分 翻 訳 した り、 辞 書 引 きす る こ と が で き ま す 。

イ ン タ ー ネ ッ ト時 代 の 英 文 を 読 む 強 力 な ツ ー ル と し

て ご 活 用 くだ さ い 。

《価 格 》

   7,980円

《動 作 環 境 》

〈Macintosh and PowerMacintosh版 〉

本 体:Macintosh Classic[[以 ド葦の 各 機 種 、 Powerbook

140以 上 ま た はPower Macintosh

OS:漢 字Talk?. i以 上

ハ ー ドデ ィ ス ク 空 き容 量:25MB以 上(仮 想 メ モ リ

含 ま ず)

使 用 メ モ リ:for Mac 7 MB以 上,

      for PowerMac 9 MB以 上

〈Windows版 〉

本 体:Windows95, WindowsNT3.5日 本 語 版 が 起 動

す るDOSIV互 換 機 、 NEC PC98シ リ ー ズ 互 換 機

OS:Windows95, WindowslVT3.5

ハ ー ドデ ィ ス ク 空 き容 量:27MB以 上(仮 想 メ モ リ

含 ま ず)

使 用 メ モ リ:10MB以 上

《対 応 ブ ラ ウ ザ 》

Netscape Navigator Ver.1.1以 上

《LogoVis[a E to J Internetの 主 な 翻 訳 機 能 》

・ペ ー ジ 翻 訳

 ペ ー ジ 全 体 を 翻 訳 し ます 。

・ヘ ッ ダ ー/リ ン ク タ グ 翻 訳

ペ ー ジ 内 の ヘ ッ ダ ー や リ ン ク タ グ だ け を 翻 訳 す る こ

と が で き ま す 。

・部 分 翻 訳

ペ ー ジ の 一 部 を 翻 訳 す る と き は 、 翻 訳 し た い 英 文 テ
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キ ス ト部 分 を ドラ ッグ して 選 択 します 。 指 定 した部

分 の 翻 訳 結 果 を表 示 します 。

《辞 書 引 き機 能 》

辞 書 引 きす る には 、 次 の2つ の 方 法 が あ ります 。

・ホ ー ム ペ ー ジで 単語 また は 語句 を選 択 します(一

般 辞 書 に は 、"computer"の よ う な単 語 や"UnitedStates

of America"の よ うな 複 合 語 が 登 録 され て い ます)。選

択 した語 句 が 辞 書 の 中 で 見 つ か る と、 そ の 語 句 と訳

語 が[辞 書 引 き]ウ ィ ン ドウに 表 示 され ます 。

・メ ニ ュ ー か ら[辞 書 引 き ウ ィ ン ドウ表 示]コ マ ン

ドを選 択 し ます 。 表 示 され た[辞 書 引 き]ウ ィン ド

ウ に語 句 を 入力 し、[辞 書 引 き]ボ タ ン を ク リ ッ ク

し ます 。

こ の よ う に 、 「LogoVista E to 71nternet」 は 、 簡 便

な 操 作 で 手 軽 に 利 用 で き る 英 日翻 訳 ソ フ トで す 。

上 記 製 品 に 関 す る 問 い 合 わ せ 先

《販 売 元 》

 T206

 東 京 都 多摩 市 落 合1-15-2

 カ テ ナ株 式 会社 ソ フ トウエ ア プ ロ ダ クツ事 業 部

     TEL:0423-38-1118

     FAX:0423-38-1079

《開 発 元 》

 T135

 東 京 都 江 東 区潮 見2丁 目10-24

 ロ ゴ ヴ ィ ス タ株 式 会 社

     TEL :03-5690-8531

     FAX:03-5690-1290

    1nternet:lvej@logovista.co.jp

   WWW:http://www.cet.co.jp/logovista

蟻ペン 餐紹舜

テ ク ニ カル コ ミ ュニ ケ ー シ ョン シ ンポ ジ ウム'96

日

場

主

後

協

時:8月29日(金)・30日(土) 10:00～17:00

所:新 宿 工学 院大 学

催:テ クニ カ ル コ ミュ ニ ケ ー ター 協 会

援:通 商 産 業 省

力 ニア ジア 太 平 洋 機 械 翻 訳協 会 の 他 、新 聞 社 、 出 版 社 、 学 会 等30諸 団体

基 調 テ ー マ イ ン ター ネ ッ ト時 代 のTC技 術

基調講演

分科会

事 例 ・研 究 発 表

特 別 セ ミナ ー

展 示会 ・情報コーナ

朝 日 イ ン ター ネ ッ ト誌 「DOORS」 編 集 長 矢野 直 明 氏

「イ ン ター ネ ッ ト時 代 のTC技 術 につ い て」

ラ イ テ ィ ン グ、 ビ ジ ュ ア ル 、CALS、 SGML、 イ ン タ ー ネ ッ ト、 オ ンラ イ ンマ ニ ュ ア ル、

翻 訳 、CSを 中心 に11分 科 会 を パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョン形 式 で 開催 。

大 学 、 メー カー 、 テ ク ニ カ ル ラ イ タ ー、 エ デ ィタ ー の事 例 ・研 究 成 果38件 。

テ クニ カル コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに携 わ る初 心 者 が す ぐ役 立 つ6講 座

マ ニ ュア ル コ ンテ ス ト応 募 マ ニ ュ ア ル、 情 報 雑 誌 が2日 間展 示 され る。

参加料金 入 場 券 会 員15,000円 、非 会員20,㎜ 円 、学 生1日3,000円

特 別 セ ミナ ー 券(1講 座 分)

    会 員10,000円 、非 会 員15,㎜ 円 、学 生 会 員10,000円 、学 生 非 会 員15,000円

問合せ先 テ ク ニ カ ル コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー 協 会 事 務 局

TEL.03-3368-4607 FAX.03-3368-5087
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イベih紹 奔

COLING-96の 開 催

COLING-96 Conference 1996年8月5日(月)～9日(金)

Tutorial Programme  1996年8月2日(金)～3日(土)

Workshops      1996年8月4日(日)

会場 コペ ンハ ー ゲ ン大 学(デ ンマ ー ク)

[参 加 費]

PRE-COLING-96

   Tutorials,2days

   PaRicipant       DKK 2,100

   University Employee  DKK 1,400

   Student         DKK  800

COLING-96

Participant       DKK

University Employee  DKK

Student         DKK

 'll

 ・!1

 ・!1

Workshop DKK 100 Accompanying Person DKK 500

    [招 待 講 演]

   Prof.W.J.M.lxvelt(Max Planck Institute for Psycholinguis[ics,The Netherlands)

    ATheory of Lexical Access in Speech Production

   Prof.B.Grosz (Harvard University,USA) :Discovering the Sounds of Discourse Structure

   [特 別 講 演]

   Prof.M.Kay(Stanford University and Xerox Palo Alto,USA:President of lCCL)

    Title to be announced

   Summary Session COLING-96 and Future Perspectives of CL

    Prof.C.Boilet(Grenoble,France:ICCL member),Prof.M.Nagao(Kyoto,Japan:ICCL member),

    Prof.A.Zampolli(Pisa,ltaly:ICCL member),Prof.Y.Wilks(Sheffield,UK:[CCL member)

   [パ ネ ル]

 "ls Speech Language?"

   Coordinators:Joseph Mariani(LIMSI/CNRS,France),Steven Krauwer(OTS,The Netherland)  他4件

   [チ ュ ー ト リ ア ル]

   Linguistic Theory and Lexical Semantics in Machine Translation

   Lori Levin(Carnegie Mellon University,USA)                     他3件

   [ワ ー ク シ ョ ッ プ]

   Fourth Workshop on Very Large Corpora

  Topics:Innovative Uses and Applications of Large Corpora  Contac[:Eva Ejerhed,Dep[.of Linguistics,

DGL,University of Umea, S-90187Umea,Sweden,

  E‐mail:WVLC-4@ling.umu.se

  or

   ldo Dagan,Dept. of mathematics&Computer Science,Bar Ilan

   Unversity,Ramat Gan52900, Israel,E‐mail:dagan@bimacs.cs.biu.ac.il

 /'



[問 合 せ 先]

COLING-96

clo DIS Conference Service Copenhagen A/S

2C, Herlev Ringvej

DK-2730Herlev

Denmark

Telephone:十4544924492,Telefax:十4544925050,

E‐mail:dis‐con@inet.uni‐calk

COLING-96

c/oUniversity of Copenhagen

Njalsgade 80

DK-2300 Copenhagen S

Denmark

Telephone:十4535329090,Telefax:十4535329089,

E‐mail:coling96@cst.ku.dk

イベ艶 終織 鳶

情報処理学会 自然言語処理研究会

第114回 自然 言 語 処 理 研 究 会

 (電子 情 報 通 信 学 会 「言 語 理 解 とコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン研 究 会 」 との共 催)

  日 程: 平 成8年7月18日(木) 9:45～17:30

             19日(金) 9:45～17:00

  会 場: 豊 橋 技 術 科 学 大 学 A1棟2階, A 1-201号 室

  [連 絡 先]

  豊 橋 技 術 科 学 大 学 知 識 情 報 工 学 系 増 山 繁

  〒441豊 橋 市 天 伯 町 雲雀 ケ 丘1-1

  Tel :0532-44-6894(ダ イヤ ル イ ン)

  Fax :0532-44-6873

  E‐mail:masuyama@tutkie.tut.ac.jp

  URL:http://www.smlab.tutkie.tut.ac.jp/masuyama/

  *1日 目(18日)終 了 後 、 デモ と懇 親 会 予 定 。

  *発 表 件 数 は23件

  *以 後 の 自然 言 語 処 理 研 究 会 の 予 定

開 催 日

開催場所

テ ー マ

発表申込

締切日

96年9月12・13日

  慶大(藤 沢)

《情報学基礎研究会と合

同(も しくは連続)開催》

自然言語処理と情報検索

・文書処理

96年6月28日

96年11月18・19日

奈良先端大

「コーパ スを用 い た現 実

的 な 日本語研 究」(予定)

96年9/6ご ろ(予 定)

97年1月

(東京)

96年11/6ご ろ(予 定)

97年3月

長崎大学

97年1/7ご ろ

(予定)
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藷

アジア最大規模の情報通信システム総合展

≡デ乙51シ ョ亡ブ96
会期

1996年10月14日(月)～17日(木)4日 間

●公開時間=1000～1700

会場

栗京ビングサイト(有明 東京国際展示 場)

  索展示棟1、2、3、6ホ ール

  〒135東 京都,1東 区有明3-21-1

入場料

無料

主催

社団法人 日本電子工業振興協会(JEIDA)

通信機械工業会(CIAJ>

協 力

社団法入 日本パーソナルコンピュータソフトウェア協会

(JPSA)

後援(予定)

通商産業省

郵政省

日本電信電話株式会社

国際電信電話株式会社

同時開催

データショウ基調講演会

CAL.S Japan'96

PCカ ードWORLD196

アクセシビリティニコーナー

JEIDA/JPSA共 同プロジェクト(仮称)

 AAMT

ジ ャ ー ナ ル

No.15

(June. 1996)

発

所 在

編 集委員会

事 務

印 刷

行 ア ジア太平 洋機 械翻 訳協 会

地 〒105 東京 都港 区芝 公園3-5-12芝 公園 真 田 ビル3階

  TEL:03-5473-7135/7136 FAX:03-5473-0569

  E‐mail:KYNO2317Cu?niftyserve.ocjp (NIFTY)

  野村浩 郷(委 員 長)亀 井真 一郎 福 持陽 ヒ 仁井 正治

  富 士秀

局 田 中 孝 神野 干恵f・

所 伸 光写 植 印刷株 式 会 社


